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第1章 業務概要 
 

1.1.業務の目的 
青森県下北地域では、高齢化、人口減少、地理的条件等から地域経済が低迷している状況に

あり、地域経済の活性化が求められている。 
本業務では、これらを背景に下北地域の自然・歴史・文化等地域資源を分析して課題を抽出

するとともに、整備が進められている東北新幹線八戸以北や地域高規格道路下北半島縦貫道路を

活用した、広域観光方策等、地域の活性化方策を検討するものである。 
 

1.2.調査位置図 
本業務の調査位置は下図に示すとおりである。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1.1 調査位置図 

 
 

図 調査位置図 
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1.3.業務項目 
業務項目は下表に示すとおりである。 

 
表 業務項目 

工  種 種  別 細   別 
単

位 
数量 摘要 

計画準備 式 1  

下北地域における既存地域資源の分析 式 1  

地域住民への意識調査 式 1  

地域資源活用方策調査並び検討 式 1  

資料作成 

業  務 

下北地域振興方策の検討 式 1  

資料作成 

業  務 

報告書作成 報告書作成 式 1  

打合せ 打合せ 打合せ協議 回 3  

 
 



 3

1.4.業務フローチャート 
業務は、以下のフローに従い遂行する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 業務フローチャート 

１．計画準備 

２．下北地域における既存地域資源の分析 

３．地域住民への意識調査 

 

 １）住民意識調査対象及び手法の検討 

 ２）住民意識調査票作成、調査実施及び結果

とりまとめ 

 ３）地域住民を対象としたセミナーの開催及

び結果とりまとめ 

 ４）地域住民を対象とした意見交換会の開催

（３回）及び結果とりまとめ 

 ５）「下北かるた」を活用した下北地域の魅

力ある資源の普及と啓発活動の実施 

４．地域資源活用方策調査並び検討 

 

 １）ニーズ調査結果のとりまとめ 

 ２）首都圏における潜在ニーズ調査とりまと

め 

 ３）シンポジウム等の開催 

 

５．下北地域振興方策の検討 

６．報告書とりまとめ 

打合せ③ 

打合せ② 

打合せ① 
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第2章 下北地域における既存地域資源の分析 
 

ここでは、下北地域における振興を図る上で活用し得る既存の地域資源（下北地域に特有な

自然・歴史・文化などの資源）の現状を分析し、具体的な活用上の課題を整理した。 

 

2.1.下北地域の概況 
 

(1)下北地域の位置等 
下北地域は、青森県の北東部に位置する“下北半島”全体の地域である。 
この半島は、鉞（まさかり）の形をしているため、別名「まさかり半島」と言われている。 
また、下北半島全体が、“下北半島国定公園”に指定されており、本州最北端の地である大間

崎や日本三大霊場の恐山などがある。 
 

(2)人口の現状と将来の見通し 
下北半島で居住する約８万５千人（2005 年時点）のうち、78％にあたる６万５千人弱が、む

つ市に居住している。 

次いで、東通村が約８千人、大間町が約６千人、風間浦村と佐井村がともに約３千人となっ

ている。 

 佐井村
3%風間浦村

3%

東通村
9%

大間町
7%

むつ市
78%

下北半島 人口
85,405

 
図 下北半島の市町村別人口割合（2005年） 

資料：2005年国勢調査 

 
下北半島の人口構成をみると、55～59 歳の団塊の世代の人口数が最も多く、年齢層が若くな

るほど人口数が少なくなる壺型の形を示している。 
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図 下北半島の人口構成 

資料：2005年国勢調査 
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下北半島の将来人口を推計（国立社会保障・人口問題研究所「小地域簡易将来人口推計システ

ム」を利用）すると、現在の約８万５千人から減少が続くと見込まれ、2050 年には、約５万１

千人にまで減少するものと予測される。 

また、人口減少と同時に高齢化も進み、2050年の高齢化率は、約36％に上昇する見込みであ

る。 
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図 下北半島の将来人口推計（1995年～2050年） 

資料：国立社会保障人口問題研究所「小地域簡易将来人口推計システム」 

 

 

(3)地域産業全体の特性 
①産業別従事者数 

下北地域内での就業者構成を見ると、むつ市では第三次産業の比率が７割を超え、同地域で

は最も高い割合を示している一方、第一次産業の割合が１割に満たず最も低い。 
それ以外の町村部では、第一次産業と第二次産業ともに２～３割であり、残りが第三次産業

となっている。 
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図 青森県と下北半島における産業別従事者数の割合（2005年） 

資料：2005年国勢調査 
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②第一次産業の総生産額構成比率 
下北地域の第一次産業総生産額は 87億円（2003年）であった。 
その内訳は、農業が 26％にあたる 23億円であり、林業は 15％にあたる 13億円であり、そし
て漁業は過半数を超え 59％を占める 51億円であった。 
青森県と比較すると、下北地域は林業と漁業の割合が高くなっていることから、下北地域は

林業と漁業に特化しており、特に、漁業が第一次産業の中心となっていることがわかる。 
 

表 第一次産業の総生産額構成比率（2003年） 

 

26%

78%

15%

4%
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18%
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資料：平成15年市町村民経済計算 
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(4)農業・農産物加工等の現況 
①農業の現況 
下北地域の主な農産品の作付面積について、青森県全体に占める割合とともにみると、各作

物とも低い割合となっているが、レタスやハクサイなどの葉物やだいこんなどは、他の作物より

も比較的高い割合となっており、特徴的な作物となっている。 
特に、レタスやだいこんは、むつ市川内地区において、特産品的に栽培されている。 
また、東通村では、その他の雑穀やだいこんが広い面積で栽培されている。 

 
表 下北半島の主な農産品の作付面積（単位：ha、2005年） 

 

資料：2005年農林業センサス 

 
表 市町村別の主要作物の作付面積（単位ha、2005年） 

資料：2005年農林業センサス 

 
②農産物加工・販売の現況 
また、下北地域では、生活改善グループの取組みなどがきっかけとなり、各地で農産物の加

工品が取組まれるようになっている。 

生活改善グループとは、本来、農山漁村の生活（栄養、衛生、文化等）改善のために婦人組

織として立ち上げられたと言われているが、昨今では生活環境の向上に加え、地域おこしや女性

の地位向上へと活動範囲が広がっている。 

なお、全国的には、社団法人農山漁村女性・生活活動支援協会や全国生活研究グループ連絡

協議会等の組織がある。 

 
 

作物
その他の
雑穀

ばれいしょ
その他の
豆類

トマト なす きゅうり ほうれんそう
ほうれんそう
（施設）

下北半島 19 9 5 1 1 1 1 1

全県に占める割合 2.1% 1.2% 2.1% 1.2% 1.8% 1.3% 1.1% 2.8%

作物 ねぎ キャベツ
結球
はくさい

レタス だいこん
その他の
作物

下北半島 6 7 5 2 40 13

全県に占める割合 1.7% 1.9% 4.4% 3.5% 2.0% 2.0%

その他の
雑穀

その他の
豆類

ほうれんそう
（施設）

結球
はくさい

レタス だいこん
その他の
作物

むつ市 3 3 0 4 2 29 13

田名部町 3 1 0 3 x 4 13

大湊町 - - - 0 x 1 -

川内町 x 1 0 1 2 24 -

大畑町 x 1 0 0 x 0 -

脇野沢村 x 0 x x - 0 -

大間町 - - - - - - -

東通村 16 2 1 1 0 11 x

風間浦村 - - - - - - -

佐井村 x x x 0 - x -
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表 下北半島の主な農産物加工品 

市町村名 品名

むつ市 ヨーグルト、ミルクアイス（乳製品）、べこもち

むつ市脇野沢地区 漬物、もち類、味噌

東通村 ブルーベリー加工品（ジュース・ジャム）、そば・もち類

風間浦村 べこもち

佐井村 山菜漬け（ウドのはりはり漬けなど）

大間町 べこもち・うどん
 

資料：下北地域県民局地域農林水産部「下北地域の農林水産業の概況」 

 
 

【べこもち】           【ブルーベリー加工品】 

 
資料：東通村まちづくり情報（http://www.enepa.ne.jp/area/higasidori/a.html） 
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(5)畜産業の現況 
下北半島は酪農（乳用牛の飼養）が盛んである。 

酪農は、むつ市、東通村で行われ、戸数は少ないが本地域における粗生産額の１位を占めて

いる。 

頭数を全県と比較すると乳用牛は全体の14％にあたる2,252頭が当地域で飼養されている。 

さらに肉用牛は、全体の５％にあたる2,304頭が当地域で飼養されている。 

 

 

13,985

44,506

2,252

2,304

0% 20% 40% 60% 80% 100%

乳用牛

肉用牛

下北半島

その他県内

 
図 下北半島と青森県の牛の飼養頭数（2005年） 

資料：2005年農林業センサス 

 
乳用牛はむつ市と東通村に集約されている。 

なかでもむつ市が1,796頭と約80％を占めている一方、肉用牛は各市町村で飼養されている。 

肉用牛は東通村が最も多く1,220頭で約44％を占めている。 

次いでむつ市川内地区が796頭で約29％、旧むつ市の439頭で約16％の順となっている。 

東通村
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むつ市
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大間町
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図 下北半島での乳用牛・肉用牛の頭数（2005年） 

資料：2005年農林業センサス 
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(6)林業の現況 
下北半島（下北森林計画区）の森林面積は 119,249ha であり、青森県全体の森林面積のうち

の19％を占めている。 

また青森県の20％にあたる21,798m3が下北半島に蓄積されている。 

森林は林業を生産することにより、雇用の確保などの側面もあるが、昨今、観光資源として

の意味合いや、人々の保健休養の場としても注目が集まっている。 

 
 

 
津軽

森林計画区
213,102
33%

東青森
森林計画区
112,661
18%

下北
森林計画区
119,294
19%

三八上北
森林計画区
191,190
30%

総森林面積
636,248ha

 
図 森林計画区別面積割合（単位：ha） 

資料：青森県森林資源統計書 
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図 森林計画区別蓄積割合（単位：m3） 

資料：青森県森林資源統計書 
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(7)漁業の現況 

青森県の中においては、漁獲数量、漁獲金額とも八戸市が圧倒的なシェアを占める。 

八戸市の漁獲数量は51.6％、漁獲金額では40％のシェアを占めている。 

下北地域も漁獲数量で10％、漁獲金額では17.5％と比較的高いシェアを占めている。 

そして下北地域内で比較すると、むつ市のほか、東通村で高い割合を占めている。 

 

表 漁獲数量・漁獲金額の比較（2005年）

区分 漁獲数量(kg) 構成比(％) 漁獲金額(千円) 構成比(％)

むつ市 14,053,321 4.9 3,961,327 7.0

大間町 2,094,762 0.7 1,707,386 3.0

東通村 9,788,044 3.4 3,089,149 5.4

風間浦村 1,787,881 0.6 637,109 1.1

佐井村 1,575,922 0.5 556,463 1.0

下北地域 29,299,930 10.1 9,951,434 17.5

八戸市 149,478,392 51.6 22,964,546 40.3

青森県 289,662,335 100.0 56,914,275 100.0
 

資料：2006年海面漁業に関する調査結果書 

 
漁獲量・漁獲高ともに、むつ市が最も多く、次いで東通村、大間町、風間浦村、佐井村の順

となっている。 
むつ市と東通村で漁獲量・漁獲高ともに高い割合を示している。 
また、大間町は、漁獲量では９％しかないものの、漁獲高では 19％を占めている。 
これは、大間町で水揚げされるマグロによるものと思われる。 

 
 

【漁獲量】                 【漁獲高】 
佐井村
４%風間浦村
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佐井村
561,699
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風間浦村
575,340
６%

東通村
3,305,953
33%

大間町
1,902,807
19%

むつ市
3,717,926
36%

漁獲高
2005年
単位:千円

 
図 下北半島の漁獲量・漁獲高構成比（2005年） 

 

資料：2006年海面漁業に関する調査結果書 
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2.2.下北かるたと地域資源について 
 

(1)趣旨・経緯 
「下北かるた」は、むつ青年会議所が、次代を担う子供たちに郷土下北をよく知ってもらい、

郷土を愛する心を育てることを目的に、平成６年１１月から発行を続けているもので、現在では、

第４版改訂版となっている。 
この「下北かるた」は、下北地域の誇れる地域資源を一覧するのに最適なツールの１つであ

る。 
 

 
▲下北かるた 

 
「下北かるた」には、下北地域固有の風土、歴史、文化など、下北が誇れる個性が詰まって

いることから、かるた取り等に、子どもから大人までが幅広く参加し、楽しみながら、下北地域

について知ることができる。 

特に、毎年小学校３年生を対象に、「下北かるた大会」を開催しており、平成２０年２月には、

第１２回目の大会が行われている。 

しかしながら、近年、むつ青年会議所が目的としていた「下北かるた」の目的（次代を担う

子供たちに郷土下北をよく知ってもらい、郷土を愛する心を育てること）に対して、地域住民の

使い方が、本来思い描いていたものとは少しずつかけ離れ、“札を取ること”に重点がおかれて

きている傾向にある。 

一方、青森県下北地域県民局では、県の重点推進プロジェクトとして、平成１９年度から２

０年度にかけて「下北学構築事業 ～見よう、知ろう、つながろう！しもきた」（以下、下北か

るたプロジェクトと略す、後述）を実施している。 
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(2)下北かるたの概要と地域資源との関係 
「下北かるた」の概要と地域資源との関係は、以下の通りである。 

 
【下北かるた詠み札一覧】 

 
資料：むつ青年会議所資料 
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【下北かるたの図柄】 

 
資料：むつ青年会議所資料 
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【下北かるたと地域資源の位置関係】 

 

資料：むつ青年会議所資料 
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(3)「下北かるた」を活用した地域振興方策 
下北地域県民局が今年度から取り組んでいる「下北かるたプロジェクト」は、下北かるたを

活用することにより、下北を見つめ直し、下北の個性・魅力に気づき、下北に誇りを持つことに

より、下北に愛着を持つ人の拡大や、下北の地域づくり活動の活発化を目指す取組みである。 
以下に「下北かるたプロジェクト」の具体的取り組みについて挙げる。 

 
①下北かるたの札を印刷した「下北かるた名刺」台紙の作成 

 
 
②下北かるたを題材にした「下北を知る講座」の実施 

 

「下北を知る講座」とは、『下北人は生まれながらにして下北を知ることを欲する』と題したテキストに

基づき、下北かるたを詳しく解説する講座と、各種講演・上映会で、平成19年度に計6回が開催された。

○平成19年 7月 31日 第１回「下北を知る講座」（場所：むつ市来さまい館イベントホールＢ） 

講演「下北かるたで下北の魅力再発見」 

・杉山克也氏（協同印刷工業株式会社専務取締役） 

・山本文三氏（鍵本ハイヤー株式会社代表取締役社長） 

 ○平成19年 8月 25日 第２回「下北を知る講座」（場所：むつ市海と森ふれあい体験館） 

    講演「下北の多様な海のいきもの」 ・五十嵐健志氏（むつ市海と森ふれあい体験館館長） 

 ○平成19年 9月 30日 第３回「下北を知る講座」（場所：むつ市立図書館あすなろホール） 

    講演「下北エコツアー」 ・木下哲夫氏（環境省環境アドバイザー） 

○平成19年 10月 28日 第４回「下北を知る講座」（場所：むつ市来さまい館イベントホールＢ） 

上映会「映像で見る下北の昔（１）」 

○平成19年 11月 18日 第５回「下北を知る講座」（場所：むつ市立図書館あすなろホール） 

    上映会「映像で見る下北の昔（２）」 

○平成19年 12月 16日 第６回「下北を知る講座」（場所：下北文化会館視聴覚教室） 

「下北検定」模擬試験（下北を知る講座（第６回））について 
（参考URL：http://shimokita-karuta.cocolog-nifty.com/blog/）

「下北かるた名刺」とは、下北への誇り、下北への愛着を表現するため、名刺の裏側に「下北かるた」

を印刷した台紙のこと。 

印刷の都合上、下北かるた全44枚のうち40枚を採用、40枚×2組＝80枚を 1セットにして販売。価格

は、台紙のみが2,100円、両面印刷で3,150円。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔表〕                     〔裏〕 

（参考URL：http://shimokita-karuta.cocolog-nifty.com/blog/）
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③地域住民が考える｢下北のイチ押し｣をかるたにする「わたしの下北かるたコンテスト」の実施 

 
 
④下北かるたを中心に出題する「下北検定」の実施 

 
 
 

「わたしの下北かるたコンテスト」とは、「私の好きな下北、私だけが知っている下北、いちおしの下北

など下北への熱い想いをかるたに託してアピールしてください！！」をテーマにして、下北の地域住民か

ら、それぞれが推薦する取り札・詠み句とその意味を募集したもの。 

優秀作品は、下北地域魅力再発見セミナーにて表彰された。 

  

▲セミナー会場に掲示された 

 「わたしの下北かるたコンテスト入賞作品」 

（参考URL：http://shimokita-karuta.cocolog-nifty.com/blog/）

「下北検定」は、下北への誇り、下北への愛着を醸成し、再確認するきっかけとして、下北かるたを中

心に出題するご当地検定の１つである。 

平成20年 2月 17日(日)、下北地域県民局が第一回を試行的に実施し、県内初のご当地検定となった。

試験は五者択一の選択問題。100点満点で80点以上が合格とし、受検者79人中、合格者は27人（34％）、

最高得点は98点だった。 

 

 

▲合格者の表彰 

（最高得点者（９８点）の中川隆浩さん） 

（参考URL：http://shimokita-karuta.cocolog-nifty.com/blog/）
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2.3.下北ブランド産品と認証制度について 
 

(1)趣旨・経緯 
下北の誇れる特産品など、各種商品を紹介する制度として「下北ブランド産品認証制度」が

ある。 

下北ブランド産品は、下北ブランド開発推進協議会員が生産又は販売している商品で、下北

地域において生産された農林水産物及び加工品、又は下北地域の特別な生産、製造方法により生

産された優良な商品のことである。認証品には下図のロゴマークがついている。 

この制度は平成13年に開設した下北ブランド研究開発センターによって運営されている。 

これまでの経緯は、平成15年度から下北ブランド産品認証制度が始められ、現在では、下北

ブランド開発推進協議会に参加している94団体から、45品目が認証品に選ばれるまでになって

いる。 

最初は、既にあるものを認証して PR していたが、最近では、「ホタテのしょう油」や「ホタ

テらーめん」、「昔の漁師風じゃっぱ汁に合うような味噌」など、新しい商品を開発するようにな

っており、そのような商品開発に向けた支援にも取り組まれている。 

 
＜認証ロゴマーク＞ 

 
 下北ブランド産品として認証された製品は、その証として統一のロゴマー

ク（商法登録済）を付けて販売することができます。 
 このロゴマークは、 
①下北のおいしいものを食べる「口」 
②下北のいいものを発見する「目」 
③太平洋、津軽海峡、陸奥湾等からの恵みである「水産物」 
④夏季冷涼な気候で恵まれる果実等の「農産物」 
をイメージしています。 

 
資料：下北ブランド産品ガイドブック 

＜新聞広告＞ 

 
資料：２月２９日 東奥日報朝刊 

（参考URL：http://www.pref.aomori.lg.jp/sbrand/） 
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(2)下北ブランド認証商品（一覧） 
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(3)今後の展開方針 
下北ブランド研究開発センターでは、弘前へ認証品を持っていってPRするなど、今後認証品

のPRを積極的に取り組んでいく方針である。 

また、今後「下北は LOHAS だ」と題して、健康や環境に配慮した生活を下北のオリジナリテ

ィとして、LOHASという言葉で、食べ物や観光をつなぎ、食品開発やお土産品の開発、等々に取

り組んでいく方針である。 
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2.4.下北地域における観光の概要 
 

(1)観光資源の概要 
下北地域は観光資源の宝庫である。 
景勝地としては、尻屋崎（東通村）、仏ヶ浦（佐井村）、恐山（むつ市）、薬研渓流（むつ市大

畑町）、川内川渓流（むつ市川内町）等があり、名所としては、大間崎（大間町）、釜臥山展望台

（むつ市）等がある。以下、下北地域の観光資源をカテゴリ別・市町村別に整理した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 下北地域における観光資源 

資料：下北半島の観光スポット（下北ナビ< http://simokita.org/sight/>） 
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図 下北地域の主要観光資源位置図 
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①自然 

 

▲恐山 

市町村名 観光資源 説明 

むつ市 恐山 

下北半島国定公園の最大の観光スポット恐山。大尽山、

小尽山、剣山などの蓮華八葉の山々に囲まれたこの山

は、日本三大霊場のひとつでもあり、例大祭と秋詣りの

ときには、イタコの口寄せが行われる。北岸一帯は鬼気

迫る地獄風景を展開している。 
・ツツジは 5月中旬が見頃。 
・6月中旬宇曽利湖畔に淡いシャクナゲが咲き乱れ、神
秘的な風景がひときわ美しい。 
・秋は宇曽利山湖に､それを取り囲む蓮華八葉（レンゲ

ハチョウ）の紅葉が映える。湖畔に一周できるハイキン

グコースあり。 

むつ市 宇曽利山湖 

恐山カルデラにある火口原湖。面積 2.52 平方 km。青
緑色の水は強酸性で生物はいないと思われていたが，実

は世界でも診しい天然ウグイの棲息地となっている。水

の落口附近は三途の川と呼ばれる。 

むつ市 賽の河原 

恐山菩提寺境内の荒涼とした河原，処々に積まれた小石

の山，噴出する硫気等，死者を弔う心情にしみいる。面

積 0.1平方ｋｍ。 

むつ市 釜臥山 

恐山の寄生火山で下北半島最高峰。標高 879ｍ。頂上か
らは 360 度に視界が開け，下北半島はもとより，北海
道や太平洋までも望むことができる。 

むつ市 朝比奈岳 恐山の寄生火山。ブナの原生林に覆われる。 

むつ市 川内川渓谷 

瀬や淵、滝などに刻まれた美しい渓谷で、全長 4.4km
の遊歩道が整備されており、滝見台、八ツ橋、下戸ヶ淵、

張出歩道などの見所が点在します。 

むつ市 薬研渓流 
約 4kmに及ぶ美しい渓流。ヒバ、ブナ、カエデなどが
紅葉時に一層の彩りを添える。 

むつ市 鯛島 

牛の首岬の沖合い 1㎞に浮かぶ鯛島は、その名の通り、
鯛のような形をしている。坂上田村麻呂と恋に落ちた村

の娘の悲恋伝説も残っている。島やその周辺は、地中公

園に指定されていて、観光遊覧船で巡ることもできる。 

むつ市 芦崎湾 

むつ湾内に浮かぶ小さな地続きの島がある。その内側

は、芦崎湾と呼ばれ、毎年冬に、県の天然記念物オオハ

クチョウが飛来し、訪れる人を和ませてくれる。 
むつ市 大滝 湯の川の下流，特に新緑・紅葉期は圧観。 
むつ市 湯野川 マタギのいで湯，湯野川温泉沿いの美しい渓流。 

むつ市 大畑川 

大畑川に続く薬研渓谷は下北半島国定公園の一部で、清

らかな流れが心を洗ってくれる。まわりのヒバ林や春も

みじ、紅葉も楽しめ、四季折々の景観を楽しめる場所で

ある。 
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市町村名 観光資源 説明 

むつ市 大湊湾のコクガン 

大湊湾はオオハクチョウ、コクガンなど水禽類の越冬

地。とくにコクガンは、毎年数百羽が渡来し、わが国最

大の越冬地として有名。 
むつ市 大湊湾の白鳥 むつ市の鳥に指定されている（青森県の天然記念物） 

むつ市 ニホンカモシカ 

海岸線の岩場や、山中に棲んでいる特別天然記念物のニ

ホンカモシカが、脇野沢では牛の首農村公園の周辺でも

多く見かけられている。 
むつ市 北限のニホンザル 脇野沢のサルは、世界のサル類分布でも最北限である。 

むつ市 ヒノキアスナロ 

青森県の下北半島、津軽半島にはヒノキアスナロの純林

があり、秋田のスギ林、木曽のヒノキ林とともに日本三

大美林のひとつにかぞえられている。 

下北郡東通村 尻屋崎 

岩礁が多く古来より船の墓場として恐れられてきた。台

地は白い燈台と牛馬の放牧で明かるい風景を見せる。寒

立馬が有名。海面から灯火まで高さ 45.7m。 

下北郡東通村 寒立馬 

尻屋崎周辺の広い草地には、牛馬が放牧されており、そ

のなかでも、目を引くのが周年放牧されている「寒立馬」

である。 

下北郡東通村 物見崎 

六ヶ所村から国道 338 号を北上して東通村に入ってす
ぐのところにある物見崎。険しい断崖の上には灯台が立

ち、太平洋の雄大な景色を眺めることができる。 

下北郡東通村 老部川・小老部川 

東通村は海釣りのポイントが多いが、村の南端近く、六

ヶ所村との境界近くの太平洋に流れ出る老部川・小老部

川は、自然豊かで渓流釣りに適した場所である。 

下北郡東通村 ヒバ埋没林 

かつて下北は、ヒバの大森林地帯であった。2500 年ほ
ども昔から、太平洋岸に大量の砂が吹き上げられて、多

くのヒバが立ち枯れたまま埋まったという猿ヶ森埋没

林は、千年くらい前のものである。 

下北郡東通村 猿ガ森海岸沿岸の砂丘 
大部分は立入禁止で、尻労付近のみ見学できる。延長

15km。 

下北郡東通村 猿ヶ森ひば埋没林 

太平洋と津軽海峡を眺望する本州最涯地である尻屋崎。

尻屋崎を南下したところに猿ケ森はある。その昔ヒバの

大原生林地帯が津波のため一瞬にして砂に埋もれたと

いわれている。樹齢 300 年～500 年ほどのヒバの大木
の跡が当時を偲ばせる。その埋没林をくぐり海岸に出る

と、大砂丘が広がっている。 

下北郡風間浦村 蛇浦折戸海岸 

海岸風景は随所に奇岩怪石に磯松が点在する海岸線と

津軽海峡．北海道函館山や恵山の遠景がよい。延長

3.0km。 

下北郡風間浦村 二見岩（夫婦岩） 
下風呂温泉のシンボルとして昔から存在し、海上安全を

祈願した恵比寿様が祀られている。延長 20m。 

下北郡大間町 大間崎（弁天島） 
本州最北端，北海道を望む地。海上に弁天島が浮ぶ。面

積 0.5ha。 

下北郡大間町 津鼻崎 

切り立った岸壁が荒々しい津鼻崎は「スカシユリ」の群

生地で、野の花が咲き、潮風が吹き抜ける心地の良い場

所である。 

下北郡佐井村 仏ヶ浦 

青白色の奇岩が仏のように群立し極楽浄土の観がある。

岩の名前も仏に因む。大町桂月の歌碑がある。延長

3km。 

下北郡佐井村 願掛岩 
男がんかけ，女がんかけの二つの巨大な岩塊。鳴海要吉

の文学碑が立つ。高さ 100m。 

下北郡佐井村 縫道石山 
標高 626ｍ。岩峰で構成される。国指定天然記念物，特
殊植物群落。 

下北郡佐井村 サル生息北限地 下北半島全体に残存する八群のうち二群の生息地。 
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②人工物 

 

▲尻屋埼灯台 

市町村名 観光資源 説明 

むつ市 恐山菩提寺 

円仁が貞観 4年（862）に一宇を建てて地蔵尊を安置し
たのが始まりと伝えられている。日本三大霊場の一つと

して有名。地蔵堂には本導の延命地蔵菩薩が安置されて

いる。 

むつ市 円通寺 

恐山菩提寺を管理している寺院。寺院移封された会津藩

が斗南藩を興し，明治 4年にはここに仮館がおかれた。
曹洞宗，本尊は釈迦牟尼仏。 

むつ市 常念寺 

国重要文化財、木造宝阿弥陀如来座像で知られる古刹。

市指定文化財は源平屋島合戦屏風図と海祥山慈眼寺半

鐘。 
むつ市 常楽寺 円空作の阿弥陀如来立像（県重宝）がある。 

むつ市 泉竜寺 
川内町最古の墓碑である塩泡家の墓碑がある。他に，川

内風景図屏風もある。 

むつ市 大安寺 
大名行列絵と下北半島の絵地図の原図が保存されてい

る。 
むつ市 田名部神社 1345年の銘がある鰐口が保存されている。 

むつ市 金勢神社 
子宝の神（子孫繁栄）、性病・夜尿症などの治ゆ祈願、

男根（石）がズラリ。 
むつ市 旧大湊第一水源池堰堤 日本で最古のアーチ式ダムが公園内にある 

むつ市 大間鉄道跡 

下北半島の北通りに敷設する予定だった鉄道。下北半島

先端の大間崎には要塞があり、国防上重要な場所だっ

た。大畑までは昭和 14 年に開通し大畑線(現下北交通)
として営業を始めた。大畑以北の工事は継続され、昭和

20年第二次大戦終戦の時点には、桑畑駅(風間浦村)予定
地の先まで路盤の工事は進んでいた。現在赤川付近)や
下風呂付近にコンクリートアーチ橋があるほか、数多く

のトンネル、下風呂駅の地下道、それらを結ぶ路盤が残

存する。 

むつ市 安部城鉱山跡 

安部城の川内川とその支流安部城沢との合流点付近に

ある鉱山跡。明治 39年に田中鉱業が鉱業権を得てから
本格的に開発がなされた。その後、住友鉱業、安部城鉱

山の手に移ったが、昭和 28年に鉱量の枯渇により休山
となった。現在も山中に煉瓦造りの煙突が残されてお

り、道路からでも山林中に頭をのぞかせている姿を見る

ことができる。 
むつ市 大湊精錬所係船施設 ＲＣ立体ラーメン 

むつ市 大湊第一水源地堰堤 
粗石Ｃ(表面布積)重力式ダム（曲線，安山岩）、木建造
物（変形六角形，角錐屋根） 
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市町村名 観光資源 説明 

むつ市 斗南藩史跡 

移封された会津藩が斗南藩を興し、開拓の拠点を夢見た

所。現在は土壁跡に当時を忍ぶことができる。他にも数

ヶ所史跡地がある。 

むつ市 北洋館 

昭和 54年日本建築学会から大正、昭和の名建築として
指定された。北方の海上防衛をテーマに資料約 700 点
が展示されている。 

むつ市 中川五郎治生誕地の碑 

川内に生まれ、ロシアで牛痘種痘法を学び、日本の医学

の進歩に貢献した中川五郎治の功績を称え、平成 16年
記念碑が建立された。 

むつ市 時実新子文学碑 

「北の川柳の町」を目指している川内町。野平高原交流

センター・道の駅かわうち湖の一画には、日本を代表す

る女流川柳作家・時実新子の「君は日の子われは月の子

顔上げよ」の文学碑が立てられ、全国から川柳ファンが

訪れる。 
むつ市 奥薬研河童ブロンズ像 薬研の河童伝説にちなんで建てられた河童の像。 

下北郡東通村 尻屋埼灯台 

尻屋崎は古くから航海上の難所として知られていたた

め、明治 9 年には東北初の煉瓦造り洋式灯台が建造さ
れ、今も現役として活躍している。草地が広がる海岸段

丘上に白亜の灯台が建つ姿は、尻屋崎の代表的な風景で

ある。 

下北郡風間浦村 井上靖文学碑 

昭和 33年 3月 9日に下風呂温泉を訪れた作家の井上靖
は、津軽海峡が見渡せる部屋に泊まり、「海峡」を執筆

した。平成元年には、東北で唯一の文学碑が海峡いさり

火公園に建てられ、「アカエリヒレアシシギ」の散文詩

が刻まれている。 

下北郡大間町 石川啄木歌碑 

「東海の小島の磯の白浜にわれ泣きぬれて蟹とたはむ

る」この歌について、地元では大間崎の沖合いにある弁

天島のことを詠んだものと考えられている。近年、地元

有志が集まり、弁天島が見えるこの地に歌碑を建立し

た。 
下北郡大間町 大間埼灯台 ＲＣ灯台（円形） 

下北郡大間町 大間崎砲台跡 

砲塔跡は、1961(昭和 36)年より約 6年間、大間町のし
尿廃棄場として利用された。現在は入口が塞がれ、大間

高校横に残っている。 

下北郡大間町 普賢院 
大間町中央にある曹洞宗福蔵寺の別院であり、古くから

の薬師如来、不動明王、普賢延命菩薩を安置している。 
下北郡佐井村 長福寺 円空作の十一面観音像が安置されている。 
下北郡佐井村 箭根森八幡宮 源氏ゆかりの社で，前九年の役に佐井の夷人が建てた。 

下北郡佐井村 木彫十一面観音立像 

長福寺にある木彫十一面観音立像は、円空仏の中でも傑

作と言われ、総高 181 ㎝の立像というのは、現存する
円空作の立像の中で、大きさも第 2位とされている。 

下北郡佐井村 大町桂月文学碑 

昭和 32年 7月 21日、大町桂月文学碑が佐井村仏ヶ浦
に建立された。文学碑には「神のわざ鬼の手づくり佛宇

陀 人の世ならぬ処なりけり」と刻まれている。 

下北郡佐井村 鳴海要吉文学碑 
黒石市生れ。島崎藤村に傾倒、一時田山花袋の学僕。小

学校教員。口語歌の創始者。 
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③公園 

 

▲早掛沼公園 

市町村名 観光資源 説明 

むつ市 早掛沼公園 

桜の名所として知られ、16 種類約 380 本の桜や、500
株のチューリップ、400株のつつじが訪れた人を楽しま
せ、自然の地形を生かした広々とした空間は多くの人に

親しまれている。また、珍しい緑色の桜「御衣黄（ぎょ

いこう）」 （5月中旬～下旬）も見どころの一つ。  

むつ市 愛宕山公園 

脇野沢港の西側、小高い山の上にある愛宕山公園からの

むつ湾の景観は素晴らしく、鯛島も眺めることができ

る。山の斜面には三十三観音が鎮座し、ニホンカモシカ

やニホンカモシカが顔を出すこともある。 

むつ市 奥薬研修景公園 

奥薬研修景公園内にあるレストハウスは、総ヒバづくり

の建物が目印。修景公園内には「夫婦かっぱの湯」があ

り、大畑川の渓谷を眺めながら入ることができる。 

むつ市 猿の住む海辺公園 

「猿の住む海辺公園」は遊歩道に波が打ち寄せてたりす

ることもある自然な作り。公園内には、サトウハチロー

の「猿は友だち」が刻まれた詩碑や船小屋がある。 

むつ市 七引園地 

野猿公苑には、昭和 45年に天然記念物に指定された北
限のニホンザルが約 50匹飼育されている。山村広場に
は、テニスコートや散策路の施設がある。 

むつ市 水源池公園 日本最古のアーチ式ダム。面積 5.6ha。 

下北郡東通村 野牛川レストハウス 

尻屋崎へ向かう道沿いにあるレストハウスは野牛沼の

ほとりにあり、特産品の東通牛やブルーベリーのソフト

クリームが購入できる。ヒバの香り漂う室内には展望

棟、ビデオシアター、休憩室などがあり、ドライブの疲

れを癒してくれる。 

下北郡風間浦村 海峡いさりび公園 

公園中央に設けられた 2780平方ｍの人工中海は、干満
の潮位差を利用して海水を循環させる海水東屋や橋、飛

び石が配置されている。このほか、多目的広場や休憩所、

遊県なども設置されており、作家井上靖の小説「海峡」

にちなんだ文学碑も建てられている。面積 9690㎡。 
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④祭り・行事 

 

▲田名部まつり 

市町村名 観光資源 説明 

むつ市 恐山大祭 

恐山は霊域として、人の死後霊魂がここに常住すると信

じられ、年に一度の大祭には、信者の家の誰か一人は必

ず参拝し、先祖の霊を供養し、家族の安穏と世の平和を

願う。殊に新仏の歯骨を恐山に納め、その魂の永遠の安

らぎを願う風習は、昔からの報恩の浄行である。また、

この大祭の日に地蔵を祈れば亡者の苦難を救うとされ

ている。22日は上山式が行われ、22～24日は大般若祈
祷が、20～24 日は大施餓鬼の法要が行われる。また期
間中はイタコの口寄せが行われ、今は亡き人の声に涙す

る光景が見られる。 

むつ市 恐山秋詣り 

死ねば恐山（おやま）に行くというのは、この地方の古

くからの言い伝え。荒涼とした暗灰色の岩肌を硫黄の臭

いが覆い、眠るがごときエメラルドの湖からは、白い砂

浜に風がそよぐ、まさに地獄と極楽がここにある。秋詣

りには、全国津々浦々から集まる善男善女でにぎわう。

祖先に香を手向け、回向の塔を積み、そしてイタコの口

寄せに今は亡き人の声を聞いて涙する。 

むつ市 田名部まつり 

田名部神社の例大祭。5台の山車と祇園の流れをくむ囃
子が華やかな中にも荘厳な祭りを繰り広げる。期間中は

古くから伝わる盆唄に合わせ「おしまこ流し踊り」が市

内を流す。まつりのクライマックスは 20 日夜 11 時か
ら行われる五車別れ。鳴り響くヤマヤレの音と群衆の中

で樽酒をくみ交わして、行く夏を惜しみながら来年の再

会を約束する。 

むつ市 
海峡サーモン祭り（レー

ス） 

ニジマスの幼魚を津軽海峡に設置されたいけすに放流

して、約 8ヶ月丹精込めて育てた海峡サーモンを思う存
分楽しめるイベントは、6月の第4日曜日に開催される。 

むつ市 脇野沢夏祭り 

8月 15日～17日に行われる夏祭りは、八幡宮例大祭、
盆踊り、流し踊り、ねぶた運行などが行われる。例大祭

はしきたりや不文律を守り、厳格に伝統を守ってきたも

の。行列の先頭を行く神楽は、一風変わった拍子と舞手

の足の運びが特徴。 

むつ市 上野能舞 

約 500 年前に山伏である不動院を中心に伝えられ、悪
魔退散、家内安全を祈って、正月の夜演じられる能舞は、

日本演劇史上極めて重要なものとなっています。 
むつ市 森林浴ウォーク大会 10月、第 3日曜日に行われる。 

むつ市 大畑商工まつり 

地域経済の活性化の一環として、地域住民の日頃のご愛

顧に対し感謝の意を表して、年 1度の大売出しの催事と
して大いに盛り上がっている。 

むつ市 ネブタまつり 
川内地区で行われるネブタまつり。毎年 8月 14・15日
開催。 
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市町村名 観光資源 説明 

むつ市 いのししまつり 11月から 3月まで解禁される。 
むつ市 むつ桜まつり 芸能、ゲートボール大会があり境内の桜が美しい 
むつ市 薬研温泉丑湯まつり 御神体の巡浴の行列が行われる。 

むつ市 紅葉祭り 
紅葉が美しい。飲み放題食べ放題でゲーム・カラオケあ

り。 

むつ市 大湊ネブタまつり 

町内会や職場単位で製作される人形ネブタが笛と太鼓

で奏でられる独特のリズムとメロディーにのって、町内

を練り歩く。運行の際には流し踊りが花を添え、大人か

ら子供まで皆が参加して行われる。また土・日曜日の 2
日間は合同運行が行われる。 

むつ市 スキーカーニバル たいまつ滑降やファイアーストーム 
むつ市 川内八幡宮例大祭 山車，神楽，神輿が町中を練りまわる。 

むつ市 大畑港まつり 
特産品の展示即売、花火大会など多彩な行事が行われ

る。 
むつ市 むつ・下北海の祭典 自衛艦体験航海、花火大会など多くのイベントあり 

むつ市 むつ桜まつり 
市内はもとより、近隣の市町村からも多くの人出があ

る。期間中は各種行事が行われる。 
むつ市 川内町ねぶた祭 ねぶた 10台が町内を練りまわる。 
むつ市 大湊まつり 珍しい船山が独特の沖揚げ音頭と共に運行される 

むつ市 川内川ヤマメつかみどり
河川敷にジョンボいけすを作り、約一万数千尾のやまめ

を放流。参加者は、軍手か素手で捕まえる。 

むつ市 
川内高原まつり＆ベコま

つり 

本州最北の湖、かわうち湖畔で開催。ステージでの催物

や特産品の即売などが行われる。 

むつ市 大畑八幡宮例大祭 
当町最大のまつり、神楽 5 頭、山車 7 台などでにぎわ
う 

むつ市 湊神楽 大畑八幡宮例大祭の一環で、渡御の一つ。 

むつ市 田名部おしまこ踊り 

寛永 9年（1632）7月、南部氏第 28代藩主重直公が領
内巡視のため田名部へ来られた時、田名部通りの代官が

領民を集めて踊らせたが、そのとき「おしま」という女

が大変よい声で音頭をとったので、その唄と踊りに「お

しまこ」の名が付けられた。 
むつ市 関根橋神楽 大畑八幡宮例大祭の一環で、渡御の一つ。 
むつ市 正津川神楽 大畑八幡宮例大祭の一環で、渡御の一つ。 

むつ市 小目名もちつき踊り 

ヤマセで不作続きの当村に、モチ米を育てるようにとの

お教をいただき、みごと豊作となりこれに感謝した踊

り。 
むつ市 小目名神楽 大畑八幡宮例大祭の一環で、渡御の一つ。 

むつ市 餅つき踊り 

手に小さな杵と臼を持った女性が門付け祝いをして歩

き，豊作祈願だけでなく，火災病魔を除き，家内円満を

願う。 

むつ市 田植え唄 

単に「田植」とも「エビリ」ともよばれ水田のエビリか

きの所作をしながら歌う農耕の予祝歌である。そして餅

つき踊り同様門付祝いをして歩く。 
むつ市 神楽 300年以上の歴史を持つ。 

むつ市 村歌舞伎 
「一の谷双葉軍記」「義経千本桜」等多くの演目があり、

上演に当って神楽、万才などの舞が演じられる。 
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市町村名 観光資源 説明 

むつ市 イタコの口寄せ 

下北半島のほぼ中央にある恐山は、死者の魂の集まると

ころと言われる。7月 20日～24日の恐山大祭の期間と
10月 9日～11日の期間、恐山菩提寺では、子供の頃か
ら厳しい修業を積んだ盲目の巫女が、依頼により神がか

りとなって、死者の言葉を生者に伝える口寄せを行う。 

下北郡東通村 民俗芸能 

東通村では、数多くの民俗芸能を昔からの形のまま守り

伝えられている。なかでも、国の重要無形民俗文化財に

指定されている「能舞」は、約 500 年前に山伏である
不動院を中心に伝えられている。 

下北郡東通村 東通村牧場まつり 
高級黒毛和牛・東通牛の丸焼きや販売にポニー馬車試乗

会などが行われる。 

下北郡東通村 
ひがしどおりよさまい鳴

子踊り 

「よさまい」とは、高知県の「よさこい」、と下北の方

言「かさまい（いらっしゃいの意）」を掛け合わせた言

葉。青森県では唯一、本場高知県のよさこいの流れを組

み、よさこい踊りをベースにした創作性あふれる踊り

で、大人数が揃いの衣裳に身を包み、群舞する姿は壮観

である。 

下北郡東通村 新そば街道まつり 

村内 10カ所の民家や集会所を会場に、10のグループが
それぞれに腕を振るって、収穫したばかりの東通産十割

そばを提供する新そばまつり。全会場を回ると記念品が

もらえるスタンプラリーも実施。 

下北郡東通村 産業物産祭り 
東通村の産業や物産を体験できる各種催しが行なわれ

る。 

下北郡東通村 能舞 
鎌倉時代に紀州熊野において発生した山伏の神楽。今日

では下北においてしか観ることができない。 
下北郡東通村 東通村ふるさと祭り 年に 1度村民あげての祭り。 

下北郡東通村 田植え餠つき踊り 
豊作祈願の踊りで振袖姿に着飾った女性が踊り歩く踊

りで、県無形民俗文化財指定。 

下北郡東通村 獅子舞 
能舞の五拍子に対して獅子舞は三拍子と舞振が異なる。

県無形民俗文化財指定。 

下北郡東通村 神楽 
古くから行われてきた伊勢系の大神楽で 300 年以上の
歴史をもつ。県無形民俗文化財指定。 

下北郡風間浦村 八幡宮祭典 

八幡宮は易国間字湯ノ上に鎮座し、享保年間（1716 年
～1736 年）の勧請。子どもから大人まで家族ぐるみで
運行する船山車が、町内せましと練り歩く。 

下北郡風間浦村 折戸神社祭典 

折戸神社は蛇浦字赤平に鎮座し、元和 3年（1617年）
の勧請。折戸神社の御神体は、町から離れた折戸山の奥

の院に安置されている。例祭の時、その奥の院から遷座

式は、厳粛に古式のまま現代まで受け継がれ、山車、子

ども神興、子どもネブタも出陣して町内を練り歩く。 

下北郡風間浦村 大石神社祭典 

大石神社は易国間字家ノ上に鎮座し延宝 6年（1678年）
の勧請。「ヤレヤレヤレー」の威勢のよい掛け声ととも

に、襦袢姿の若者達が引く船山車が、町内を練り歩く。

また、易国間漁港で行われる海上安全祈願では、住民が

心を一つにして大漁と海上安全を祈る。 

下北郡風間浦村 稲荷神社祭典 

稲荷神社は下風呂字湯ノ上に鎮座し、明暦 3 年（1657
年）の勧請。稲荷神社祭典は村内唯一の秋祭りで、船山

車に飾られた提灯が 秋の夜を彩る。 

下北郡風間浦村 龍神祭 

海での安全無病息災と豊漁を祈って村中の持ち船が旗

等を飾り，津軽海峡に一斉出船。観光客も自由に乗船で

きる。 
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市町村名 観光資源 説明 

下北郡大間町 大漁祈願祭・天妃様行列

大漁祈願祭が行われるのは、大間が初夏から夏に向かう

7月。カラフルな大漁旗をひるがえし、漁船が一斉に海
に繰り出して行く。船が荒々しい海の白波を切り、大漁

を祈る海の男たちが勇ましく漁に出かけて行く様子は

ダイナミックで壮観である。また、海の日に合わせて、

天妃様行列が行われる。 

下北郡大間町 
ブルーマリンフェスティ

バル＆超マグロ祭り 

8月に行われる「ブルーマリンフェスティバル」は、舟
競争大会、マグロの解体ショー、歌謡ショーなどが行わ

れる。普段は高級魚として築地に直送される最高級の大

間のマグロを試食できるのも魅力のひとつである。10
月に行われる「超マグロ祭」は、早朝からはじまり、マ

グロ漁のウォッチングをしたり、間近で水揚げされるマ

グロの迫力に触れたりできる。 
下北郡大間町 お船魂祭 毎年 1月 11日開催される。 

下北郡大間町 べこもち作り体験の旅 

冬の本州最北端大間町の自然・文化・味覚を余すところ

無く体験する。普段、あまり口にすることのできない日

本一の美味しい本マグロを味わい、また姿も美しい芸術

的なベコもちも作る。 

下北郡大間町 内山公園桜まつり 
歌謡ショーなどのお楽しみイベントの他、焼肉コーナー

も行う。 

下北郡大間町 稲荷神社大祭 
御神楽・山車が運行され、若者の威勢のよい掛声ととも

に進み、大間の夏を盛り上げる。 
下北郡大間町 春日神社例大祭 御神楽、山車が運行され、町内を廻る。 

下北郡大間町 津軽海峡海鳴り太鼓 

近年、町の若者により誕生した。海峡に響く海鳴りに負

けじと力いっぱい打ち、波しぶきが眼の前に押し寄せて

くるような連打は野性的なリズムが迫力満点である。 

下北郡佐井村 福浦の歌舞伎食談義 

県無形民俗文化財に指定されている「福浦の歌舞伎」を

鑑賞しながら、地元の山海の食材を使った料理を楽しむ

ことができる 1 泊 2 日コースのイベント。日帰りコー
スもある。 

下北郡佐井村 子どもネブタ祭り 毎年 8月 13日開催される。 

下北郡佐井村 佐井村夏まつり 
佐井村の短い夏を彩る恒例の花火大会は多くの村民、帰

省客、観光客で賑わう。 
下北郡佐井村 お魚まつり 毎年 10月下旬開催される。 

下北郡佐井村 がんかけまつり 
天ぐ様まつり、つつじ・水蓮の花が咲き誇るなかでの郷

土芸能大会。 

下北郡佐井村 仏ヶ浦まつり 
海から引き上げられた地蔵尊の命日としてまつりが行

なわれる。 

下北郡佐井村 箭根森八幡宮例祭典 
元禄年間に始まり、祭典は老いも若きも昼夜 3日間、由
緒ある神楽、山車が絢爛に町中を練り歩く。 

下北郡佐井村 福浦の歌舞伎 

村の生活に密着した地芝居の原形をとどめており、古風

な芸能が福浦独特に変化し固まったものと伝えられて

いる。 

むつ市 恐山大祭 

恐山は霊域として、人の死後霊魂がここに常住すると信

じられ、年に一度の大祭には、信者の家の誰か一人は必

ず参拝し、先祖の霊を供養し、家族の安穏と世の平和を

願う。殊に新仏の歯骨を恐山に納め、その魂の永遠の安

らぎを願う風習は、昔からの報恩の浄行である。また、

この大祭の日に地蔵を祈れば亡者の苦難を救うとされ

ている。22日は上山式が行われ、22～24日は大般若祈
祷が、20～24 日は大施餓鬼の法要が行われる。また期
間中はイタコの口寄せが行われ、今は亡き人の声に涙す

る光景が見られる。 
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市町村名 観光資源 説明 

むつ市 恐山秋詣り 

死ねば恐山（おやま）に行くというのは、この地方の古

くからの言い伝え。荒涼とした暗灰色の岩肌を硫黄の臭

いが覆い、眠るがごときエメラルドの湖からは、白い砂

浜に風がそよぐ、まさに地獄と極楽がここにある。秋詣

りには、全国津々浦々から集まる善男善女でにぎわう。

祖先に香を手向け、回向の塔を積み、そしてイタコの口

寄せに今は亡き人の声を聞いて涙する。 

むつ市 田名部まつり 

田名部神社の例大祭。5台の山車と祇園の流れをくむ囃
子が華やかな中にも荘厳な祭りを繰り広げる。期間中は

古くから伝わる盆唄に合わせ「おしまこ流し踊り」が市

内を流す。まつりのクライマックスは 20 日夜 11 時か
ら行われる五車別れ。鳴り響くヤマヤレの音と群衆の中

で樽酒をくみ交わして、行く夏を惜しみながら来年の再

会を約束する。 

むつ市 
海峡サーモン祭り（レー

ス） 

ニジマスの幼魚を津軽海峡に設置されたいけすに放流

して、約 8ヶ月丹精込めて育てた海峡サーモンを思う存
分楽しめるイベントは、6月の第4日曜日に開催される。 

むつ市 脇野沢夏祭り 

8月 15日～17日に行われる夏祭りは、八幡宮例大祭、
盆踊り、流し踊り、ねぶた運行などが行われる。例大祭

はしきたりや不文律を守り、厳格に伝統を守ってきたも

の。行列の先頭を行く神楽は、一風変わった拍子と舞手

の足の運びが特徴。 

むつ市 上野能舞 

約 500 年前に山伏である不動院を中心に伝えられ、悪
魔退散、家内安全を祈って、正月の夜演じられる能舞は、

日本演劇史上極めて重要なものとなっています。 
むつ市 森林浴ウォーク大会 10月、第 3日曜日に行われる。 

むつ市 大畑商工まつり 

地域経済の活性化の一環として、地域住民の日頃のご愛

顧に対し感謝の意を表して、年 1度の大売出しの催事と
して大いに盛り上がっている。 

むつ市 ネブタまつり 
川内地区で行われるネブタまつり。毎年 8月 14・15日
開催。 

むつ市 いのししまつり 11月から 3月まで解禁される。 
むつ市 むつ桜まつり 芸能、ゲートボール大会があり境内の桜が美しい 
むつ市 薬研温泉丑湯まつり 御神体の巡浴の行列が行われる。 

むつ市 紅葉祭り 
紅葉が美しい。飲み放題食べ放題でゲーム・カラオケあ

り。 

むつ市 大湊ネブタまつり 

町内会や職場単位で製作される人形ネブタが笛と太鼓

で奏でられる独特のリズムとメロディーにのって、町内

を練り歩く。運行の際には流し踊りが花を添え、大人か

ら子供まで皆が参加して行われる。また土・日曜日の２

日間は合同運行が行われる。 
むつ市 スキーカーニバル たいまつ滑降やファイアーストーム 
むつ市 川内八幡宮例大祭 山車，神楽，神輿が町中を練りまわる。 

むつ市 大畑港まつり 
特産品の展示即売、花火大会など多彩な行事が行われ

る。 
むつ市 むつ・下北海の祭典 自衛艦体験航海、花火大会など多くのイベントあり 

むつ市 むつ桜まつり 
市内はもとより、近隣の市町村からも多くの人出があ

る。期間中は各種行事が行われる。 
むつ市 川内町ねぶた祭 ねぶた 10台が町内を練りまわる。 
むつ市 大湊まつり 珍しい船山が独特の沖揚げ音頭と共に運行される 
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市町村名 観光資源 説明 

むつ市 川内川ヤマメつかみどり
河川敷にジョンボいけすを作り、約一万数千尾のやまめ

を放流。参加者は、軍手か素手で捕まえる。 

むつ市 
川内高原まつり＆ベコま

つり 

本州最北の湖、かわうち湖畔で開催。ステージでの催物

や特産品の即売などが行われる。 

むつ市 大畑八幡宮例大祭 
当町最大のまつり、神楽 5 頭，山車 7 台などでにぎわ
う 

むつ市 湊神楽 大畑八幡宮例大祭の一環で、渡御の一つ。 

むつ市 田名部おしまこ踊り 

寛永 9年（1632）7月、南部氏第 28代藩主重直公が領
内巡視のため田名部へ来られた時、田名部通りの代官が

領民を集めて踊らせたが、そのとき「おしま」という女

が大変よい声で音頭をとったので、その唄と踊りに「お

しまこ」の名が付けられた。 
むつ市 関根橋神楽 大畑八幡宮例大祭の一環で、渡御の一つ。 
むつ市 正津川神楽 大畑八幡宮例大祭の一環で、渡御の一つ。 

むつ市 小目名もちつき踊り 

ヤマセで不作続きの当村に、モチ米を育てるようにとの

お教をいただき、みごと豊作となりこれに感謝した踊

り。 
むつ市 小目名神楽 大畑八幡宮例大祭の一環で、渡御の一つ。 

むつ市 餅つき踊り 

手に小さな杵と臼を持った女性が門付け祝いをして歩

き，豊作祈願だけでなく，火災病魔を除き，家内円満を

願う。 

むつ市 田植え唄 

単に「田植」とも「エビリ」ともよばれ水田のエビリか

きの所作をしながら歌う農耕の予祝歌である。そして餅

つき踊り同様門付祝いをして歩く。 
むつ市 神楽 300年以上の歴史を持つ。 

むつ市 村歌舞伎 
「一の谷双葉軍記」「義経千本桜」等多くの演目があり、

上演に当って神楽、万才などの舞が演じられる。 

むつ市 イタコの口寄せ 

下北半島のほぼ中央にある恐山は、死者の魂の集まると

ころと言われる。7月 20日～24日の恐山大祭の期間と
10月 9日～11日の期間、恐山菩提寺では、子供の頃か
ら厳しい修業を積んだ盲目の巫女が、依頼により神がか

りとなって、死者の言葉を生者に伝える口寄せを行う。 

下北郡東通村 民俗芸能 

東通村では、数多くの民俗芸能を昔からの形のまま守り

伝えられている。なかでも、国の重要無形民俗文化財に

指定されている「能舞」は、約 500 年前に山伏である
不動院を中心に伝えられている。 

下北郡東通村 東通村牧場まつり 
高級黒毛和牛・東通牛の丸焼きや販売にポニー馬車試乗

会などが行われる。 

下北郡東通村 
ひがしどおりよさまい鳴

子踊り 

「よさまい」とは、高知県の「よさこい」、と下北の方

言「かさまい（いらっしゃいの意）」を掛け合わせた言

葉。青森県では唯一、本場高知県のよさこいの流れを組

み、よさこい踊りをベースにした創作性あふれる踊り

で、大人数が揃いの衣裳に身を包み、群舞する姿は壮観

である。 

下北郡東通村 新そば街道まつり 

村内 10カ所の民家や集会所を会場に、10のグループが
それぞれに腕を振るって、収穫したばかりの東通産十割

そばを提供する新そばまつり。全会場を回ると記念品が

もらえるスタンプラリーも実施。 

下北郡東通村 産業物産祭り 
東通村の産業や物産を体験できる各種催しが行なわれ

る。 

下北郡東通村 能舞 
鎌倉時代に紀州熊野において発生した山伏の神楽。今日

では下北においてしか観ることができない。 
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市町村名 観光資源 説明 

下北郡東通村 東通村ふるさと祭り 年に 1度村民あげての祭り。 

下北郡東通村 田植え餠つき踊り 
豊作祈願の踊りで振袖姿に着飾った女性が踊り歩く踊

りで、県無形民俗文化財指定。 

下北郡東通村 獅子舞 
能舞の五拍子に対して獅子舞は三拍子と舞振が異なる。

県無形民俗文化財指定。 

下北郡東通村 神楽 
古くから行われてきた伊勢系の大神楽で 300 年以上の
歴史をもつ。県無形民俗文化財指定。 

下北郡風間浦村 八幡宮祭典 

八幡宮は易国間字湯ノ上に鎮座し、享保年間（1716 年
～1736 年）の勧請。子どもから大人まで家族ぐるみで
運行する船山車が、町内せましと練り歩く。 

下北郡風間浦村 折戸神社祭典 

折戸神社は蛇浦字赤平に鎮座し、元和 3年（1617年）
の勧請。折戸神社の御神体は、町から離れた折戸山の奥

の院に安置されている。例祭の時、その奥の院から遷座

式は、厳粛に古式のまま現代まで受け継がれ、山車、子

ども神興、子どもネブタも出陣して町内を練り歩く。 

下北郡風間浦村 大石神社祭典 

大石神社は易国間字家ノ上に鎮座し延宝 6年（1678年）
の勧請。「ヤレヤレヤレー」の威勢のよい掛け声ととも

に、襦袢姿の若者達が引く船山車が、町内を練り歩く。

また、易国間漁港で行われる海上安全祈願では、住民が

心を一つにして大漁と海上安全を祈る。 

下北郡風間浦村 稲荷神社祭典 

稲荷神社は下風呂字湯ノ上に鎮座し、明暦 3 年（1657
年）の勧請。稲荷神社祭典は村内唯一の秋祭りで、船山

車に飾られた提灯が 秋の夜を彩る。 

下北郡風間浦村 龍神祭 

海での安全無病息災と豊漁を祈って村中の持ち船が旗

等を飾り，津軽海峡に一斉出船。観光客も自由に乗船で

きる。 

下北郡大間町 大漁祈願祭・天妃様行列

大漁祈願祭が行われるのは、大間が初夏から夏に向かう

7月。カラフルな大漁旗をひるがえし、漁船が一斉に海
に繰り出して行く。船が荒々しい海の白波を切り、大漁

を祈る海の男たちが勇ましく漁に出かけて行く様子は

ダイナミックで壮観である。また、海の日に合わせて、

天妃様行列が行われる。 

下北郡大間町 
ブルーマリンフェスティ

バル＆超マグロ祭り 

8月に行われる「ブルーマリンフェスティバル」は、舟
競争大会、マグロの解体ショー、歌謡ショーなどが行わ

れる。普段は高級魚として築地に直送される最高級の大

間のマグロを試食できるのも魅力のひとつである。10
月に行われる「超マグロ祭」は、早朝からはじまり、マ

グロ漁のウォッチングをしたり、間近で水揚げされるマ

グロの迫力に触れたりできる。 
下北郡大間町 お船魂祭 毎年 1月 11日開催される。 

下北郡大間町 べこもち作り体験の旅 

冬の本州最北端大間町の自然・文化・味覚を余すところ

無く体験する。普段、あまり口にすることのできない日

本一の美味しい本マグロを味わい、また姿も美しい芸術

的なベコもちも作る。 

下北郡大間町 内山公園桜まつり 
歌謡ショーなどのお楽しみイベントの他、焼肉コーナー

も行う。 

下北郡大間町 稲荷神社大祭 
御神楽・山車が運行され、若者の威勢のよい掛声ととも

に進み、大間の夏を盛り上げる。 
下北郡大間町 春日神社例大祭 御神楽、山車が運行され、町内を廻る。 

下北郡大間町 津軽海峡海鳴り太鼓 

近年、町の若者により誕生した。海峡に響く海鳴りに負

けじと力いっぱい打ち、波しぶきが眼の前に押し寄せて

くるような連打は野性的なリズムが迫力満点である。 
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市町村名 観光資源 説明 

下北郡佐井村 福浦の歌舞伎食談義 

県無形民俗文化財に指定されている「福浦の歌舞伎」を

鑑賞しながら、地元の山海の食材を使った料理を楽しむ

ことができる 1 泊 2 日コースのイベント。日帰りコー
スもある。 

下北郡佐井村 子どもネブタ祭り 毎年 8月 13日開催される。 

下北郡佐井村 佐井村夏まつり 
佐井村の短い夏を彩る恒例の花火大会は多くの村民、帰

省客、観光客で賑わう。 
下北郡佐井村 お魚まつり 毎年 10月下旬開催される。 

下北郡佐井村 がんかけまつり 
天ぐ様まつり、つつじ・水蓮の花が咲き誇るなかでの郷

土芸能大会。 

下北郡佐井村 仏ヶ浦まつり 
海から引き上げられた地蔵尊の命日としてまつりが行

なわれる。 

下北郡佐井村 箭根森八幡宮例祭典 
元禄年間に始まり、祭典は老いも若きも昼夜３日間、由

緒ある神楽、山車が絢爛に町中を練り歩く。 

下北郡佐井村 福浦の歌舞伎 

村の生活に密着した地芝居の原形をとどめており、古風

な芸能が福浦独特に変化し固まったものと伝えられて

いる。 
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⑤体験プログラム 

 

▲べこもち作り 

市町村名 観光資源 説明 

むつ市 べこもち作り体験 通年、下北名産センターで行われている。 
むつ市 手焼きせんべい作り体験 旧南部藩に伝わる名菓「南部せんべい」を焼き上げる。 
むつ市 ガラス玉網細工 昔ながらの漁具のガラス玉を使い、装飾品作りを行う。 

むつ市 下北南部裂織体験 
誰もができる伝統工芸にそれぞれの思い出を織り込ん

で、色とりどりの作品を作る。 

むつ市 時雨彫り体験 
地元産のヒバ・スギ材を使用して時雨彫りを体験でき

る。 

むつ市 宇賀焼体験 
宇賀焼き体験では、マグカップ作りなどを行う他、ろく

ろを回したり、絵付け体験なども行う。 

むつ市 潮干狩 
むつ市の春の風物詩。芦崎湾に大粒のアサリが開放され

る。 

下北郡風間浦村 
手づくり木工体験「わい

どの木」 

作りたいものに応じて材料、設計などの相談に乗ってく

れるため、オリジナリティに豊んだ木工製品の作成を行

う。 

下北郡風間浦村 元祖烏賊様レース 

下風呂温泉郷近くの活イカ備蓄センターでは、7月～10
月の間、20mの水槽で泳ぐイカの順位を競う「元祖 烏
賊様レース」が開催されている。イカのオーナーになっ

てレースに勝つか、予想が的中すると、村の特産品がも

らえる。出走イカはその場で刺身で食べることができ

る。また、持ち帰りも可能。 
下北郡風間浦村 イカ釣り海上遊覧体験 昔ながらの漁法・イカ手釣り体験ができる。 

下北郡風間浦村 布海苔採り体験 

布海苔が一番おいしい 2～3月の極寒期に毎年、風間浦
村特産の「布海苔」採りを体験する『布海苔体験ツアー』

が行われている。 
下北郡大間町 べこもち作り体験 通年、ふるさと物産センターで行われている。 

下北郡佐井村 木工・陶芸体験 
木工体験では、ブックスタンド、壁掛け、小箱などを 2
時間程度で作る。 

資料：青森県下北半島旅ガイド 

参考URL：「下北半島ネットワーク機構」< http://www.0175.co.jp/index.html> 

「むつ市観光案内」<http://www.mutsucci.or.jp/kanko/kankotop.htm> 

「田名部まつり」<http://www.jomon.ne.jp/~sato/> 

「青森県商工会連合会」<http://www.aomorishokoren.or.jp/kanko/cooking/simokita2.html> 

他 
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(2)観光入り込みの動向 
青森県の2006年の観光入込客数は4,741万人である。地域別に見ると、中南地域（弘前市を

含む）が最も多く、全体の 24.3％を占める。続いて西北地域（五所川原市・深浦町を含む）が

全体の20.0％を占める。下北地域は、全体の5.2％にあたる247万人が訪れた。 

 

中南地
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24.3%
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15.2%

 
 

図 青森県の入込観光客数に占める下北地域の割合（2006年） 

資料：平成18年青森県観光統計概要 

 

青森県全体の観光客は、71％が県内客であり、29％が県外客となっている。 

下北地域では県内客が66％、県外客が34％となっている。 

青森県と比較すると、県外客の割合が高くなっているが、基本的には、青森県全体の傾向と

同じく、同県内客が観光客の中心である。 
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下北半島

青森県
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図 青森県への県内・県外観光客数の割合（2004年、単位：千人） 

資料：青森県商工労働部観光局観光企画課「平成17年度青森県観光統計概要」 
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青森県全体では、日帰り客が 90％を占めており、宿泊客は 10％にすぎないが、下北地域では、

85％が日帰り客であり、宿泊客は 15％程度となっている。 
下北半島での宿泊客の割合は若干高いが、日帰り客中心となっている。 
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図 青森県への日帰り・宿泊観光客数の割合（2004年、単位：千人） 

資料：青森県商工労働部観光局観光企画課「平成17年度青森県観光統計概要」 

 
青森県では、年間４千万人前半で推移していた観光客数が、2003 年には４千８百万人まで観

光客数を伸ばし、2004年では、若干減っているものの４千７百万人台となっている。 

一方、下北地域では、2000年以降から微増傾向にあり、2003年には270万人を超えたが、2004

年には250万人に戻っている。 

2003年の、青森県および下北地域の増加（青森県で109％、下北半島で111％、いずれも前年

度比）は、2002年 12月の東北新幹線八戸開業の効果が現れたものと理解される。 

しかしながら、2004 年は、青森県が 98％（前年比）、下北地域が 91％（前年比）と、いずれ

も減少しているが、特に、下北地域の減少幅が目立つ結果となっている。 
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図 観光客数の推移（2000年～2004年） 

資料：青森県商工労働部観光局観光企画課：平成17年度青森県観光統計概要 
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(3)下北地域を訪れる観光レクリエーション客の属性と意向 
青森県を訪れる県外からの観光客の年代を見ると、50歳以上の観光客が51.4％と半数を越え

る。一番多い世代は 50 歳代であり、その割合は 30.5％となっている。20 代以下は 13.5％、30

～40代は35.3％となっている。 

下北地域では、50 歳以上の割合は 54.4％とさらに高い。また一番多い世代は 60 歳代以上で

あり、28.5％となっている。20代以下の占める割合は13.3％であり、県全体よりも高いものの、

全体に占める割合は低い。30～40代も32.2％と県全体よりも低くなっている。 
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図 青森県と下北地域の年代別県外観光客の割合（2006年） 

資料：平成18年観光レクリエーション客実態調査 

 
利用交通機関別を見ると、青森県と下北地域に共通して自家用車の比率が 5 割近い割合にな

っているが、違いとしては、ＪＲ（新幹線以外）、飛行機の割合が比較的小さく、貸切バス、東

北新幹線、レンタカーの割合が比較的大きいことがわかる。「東北新幹線＋貸切バス」といった

ツアーや、「東北新幹線＋レンタカー」といった個人旅行の可能性が見て取れる。 

 

イ）青森県                  ロ）下北地域 

1.9

13.9

8.8

1.9

0.9

3.7

9.7

9.3

9.3

46.3

0.0 20.0 40.0 60.0

定期バス

貸切バス

東北新幹線

その他の鉄道

自家用車

自動二輪

タクシー･ハイヤー

レンタカー

飛行機

その他

(％)

 
3.6

49.5

1.4

16.6

18.8

2.5

5.8

0.0

16.2

4.3

0.0 20.0 40.0 60.0

定期バス

貸切バス

東北新幹線

その他の鉄道

自家用車

自動二輪

タクシー･ハイヤー

レンタカー

飛行機

その他

(％)

 
図 青森県と下北地域の利用交通機関別県外観光客の割合（2006年） 

資料：平成18年観光レクリエーション客実態調査 
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当地を訪れた回数別（リピーター率の指標）を見ると、青森県全体では「２回目以上」の観

光客が 40.1％いるのに対して、下北地域では 26.4％しかいない。また、青森県全体では「５回
目以上」の観光客が 17.4％いるのに対して、下北地域では 8.3％しかいない。 
下北観光の課題の１つとして「リピーター率の低さ」が読みとれた。 
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図 青森県と下北地域の当地を訪れた回数別の割合（2006年） 

資料：平成18年観光レクリエーション客実態調査 

 
旅行日程別を見ると、青森県全体では「日帰り」の観光客が 25.8％いるのに対して、下北地
域では 6.9％しかいない。一方で、青森県全体では「３泊以上」の観光客が 11.8％いるのに対し
て、下北地域では 9.1％しかいない。 
下北観光は宿泊型観光としての特徴を持っているが、一方で長期滞在型のニーズが少ないこ

とも読みとれた。 
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図 青森県と下北地域の旅行日程別の割合（2006年） 

資料：平成18年観光レクリエーション客実態調査 
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(4)観光関連施設等の状況 
温泉宿泊施設やキャンプ場など、下北地域の観光関連施設について、カテゴリ別・市町村別

に整理した。 

 

①温泉宿泊施設 

市町村名 施設名 説明 

むつ市 脇野沢温泉 レクリエーション施設、七引園地内の「保養センタ

ー」の温泉。 

むつ市 ふれあい温泉川内 
「ふれあい温泉川内」にはキャンプ場が隣接。また、

館内の「あっちゃのまま」では地元食材で作った郷

土料理を味わうことができる。 

むつ市 石神温泉 津軽海峡を望む絶景の高台にあり、夏はラベンダー

も楽しめる。神経痛や皮膚病、婦人病に効果がある。 

むつ市 矢立温泉 
むつから恐山に至る途中にある、自然に囲まれた山

あいの温泉。キャンプ場やレジャー施設が整ってお

り、家族連れでも楽しめる。 
むつ市 むつグランドホテル 温泉宿泊地となっている。 
むつ市 しゃくなげ荘 温泉宿泊地となっている。 
むつ市 ホテルニュー薬研 温泉宿泊地となっている。 
むつ市 古畑旅館 温泉宿泊地となっている。 
むつ市 薬研荘 温泉宿泊地となっている。 
むつ市 民宿あすなろ 温泉宿泊地となっている。 
むつ市 スパウッド観光ホテル 温泉宿泊地となっている。 
むつ市 湯の川観光ホテル 温泉宿泊地となっている。 
むつ市 寺島旅館 温泉宿泊地となっている。 
むつ市 岡村旅館 温泉宿泊地となっている。 
むつ市 城ヶ沢温泉 海水浴場、ボート、キャンプ場 

むつ市 恐山温泉 

境内に沸く霊泉は、かって徒歩で訪れた参拝者の身

を清めるために利用されていた。現在でも薬湯とし

て人気があり、入浴すると生き返った気分になれる

とか。 

むつ市 斗南温泉 むつグランドホテル内にある温泉。露天風呂、下北

ひばサウナ、電気風呂、歩行風呂あり。 
むつ市 むつ矢立温泉 野営場、ゴルフ練習場 

むつ市 湯野川温泉・濃々園 
朝比奈岳の西麓，湯野川の渓流に臨む山間の湯治場。

子宝の湯として知られる。含石膏土類泉・単純泉 60
～80度。外傷神経痛皮膚病。 

むつ市 薬研温泉 

津軽海峡に注ぐ大畑川の渓流沿いを遡ることバスで

23分、薬研温泉に着く。周囲はヒバ（アスナロ）の
原生林におおわれており、その中を歩けば森林浴の

効果抜群。とくに紅葉の時期はすばらしい。川釣り

も、ヤマメ、イワナ、アユ等の釣りでにぎわう。 

むつ市 奥薬研温泉 
薬研温泉の上流 2ｋｍ。遊歩道が渓流沿いに続き，新
緑や紅葉がみごと。単純温泉 67度。リュ－マチ，皮
膚病。露天千人風呂有り（「夫婦かっぱの湯」）。 
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市町村名 施設名 説明 

下北郡風間浦村 下風呂温泉 

津軽海峡に面した旅情あふれる温泉地。井上靖の小

説「海峡」で紹介されてから一躍有名になったが、

歴史は古く、室町時代から刀傷や槍傷に効く温泉と

して旧南部藩や北海道、秋田からも湯治に訪れてい

たという。イカ漁が盛りの季節には海に漁火が並び、

旅館の湯舟に浸りながらでも見ることができる。陸

揚げされたイカは翌日の朝食に刺身にして出され

る。新鮮な魚介類はもちろん山菜、キノコなど山の

幸にも恵まれて、思い出作りには事欠かない温泉。 

下北郡風間浦村 桑畑温泉 
津軽海峡を見下ろす高台の温泉施設。昼は津軽海峡

を隔て北海道が一望でき、夜はいさり火を間近に眺

められる。 
下北郡風間浦村 ホテルニュー下風呂 温泉宿泊地となっている。 

下北郡風間浦村 下風呂観光ホテル三浦

屋 温泉宿泊地となっている。 

下北郡風間浦村 おおぎや旅館 温泉宿泊地となっている。 
下北郡風間浦村 かどや旅館 温泉宿泊地となっている。 
下北郡風間浦村 さが旅館 温泉宿泊地となっている。 
下北郡風間浦村 佐々木旅館 温泉宿泊地となっている。 
下北郡風間浦村 さつき荘 温泉宿泊地となっている。 
下北郡風間浦村 つぼた旅館 温泉宿泊地となっている。 
下北郡風間浦村 長谷旅館 温泉宿泊地となっている。 
下北郡風間浦村 北明館 温泉宿泊地となっている。 
下北郡風間浦村 まるほん旅館 温泉宿泊地となっている。 
下北郡風間浦村 十喜和荘 温泉宿泊地となっている。 

下北郡大間町 おおま温泉海峡保養セ

ンター 本州最北のいで湯 

下北郡大間町 大間温泉海峡保養セン

ター 

浴室は小さな体育館ような感じで、かなりユニーク

な造りとなっている。浴室の中に小川や橋があり、

岩風呂風の湯船が 4つある。 
下北郡佐井村 かわばた旅館 温泉宿泊地となっている。 

むつ市 脇野沢温泉 レクリエーション施設、七引園地内の「保養センタ

ー」の温泉。 

むつ市 ふれあい温泉川内 
「ふれあい温泉川内」にはキャンプ場が隣接。また、

館内の「あっちゃのまま」では地元食材で作った郷

土料理を味わうことができる。 

むつ市 石神温泉 津軽海峡を望む絶景の高台にあり、夏はラベンダー

も楽しめる。神経痛や皮膚病、婦人病に効果がある。 

むつ市 矢立温泉 
むつから恐山に至る途中にある、自然に囲まれた山

あいの温泉。キャンプ場やレジャー施設が整ってお

り、家族連れでも楽しめる。 
むつ市 むつグランドホテル 温泉宿泊地となっている。 
むつ市 しゃくなげ荘 温泉宿泊地となっている。 
むつ市 ホテルニュー薬研 温泉宿泊地となっている。 
むつ市 古畑旅館 温泉宿泊地となっている。 
むつ市 薬研荘 温泉宿泊地となっている。 
むつ市 民宿あすなろ 温泉宿泊地となっている。 
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市町村名 施設名 説明 

むつ市 スパウッド観光ホテル 温泉宿泊地となっている。 
むつ市 湯の川観光ホテル 温泉宿泊地となっている。 
むつ市 寺島旅館 温泉宿泊地となっている。 
むつ市 岡村旅館 温泉宿泊地となっている。 
むつ市 城ヶ沢温泉 海水浴場、ボート、キャンプ場 

むつ市 恐山温泉 

境内に沸く霊泉は、かって徒歩で訪れた参拝者の身

を清めるために利用されていた。現在でも薬湯とし

て人気があり、入浴すると生き返った気分になれる

とか。 

むつ市 斗南温泉 むつグランドホテル内にある温泉。露天風呂、下北

ひばサウナ、電気風呂、歩行風呂あり。 
むつ市 むつ矢立温泉 野営場、ゴルフ練習場 

むつ市 湯野川温泉・濃々園 
朝比奈岳の西麓，湯野川の渓流に臨む山間の湯治場。

子宝の湯として知られる。含石膏土類泉・単純泉 60
～80度。外傷神経痛皮膚病。 

むつ市 薬研温泉 

津軽海峡に注ぐ大畑川の渓流沿いを遡ることバスで

23分、薬研温泉に着く。周囲はヒバ（アスナロ）の
原生林におおわれており、その中を歩けば森林浴の

効果抜群。とくに紅葉の時期はすばらしい。川釣り

も、ヤマメ、イワナ、アユ等の釣りでにぎわう。 

むつ市 奥薬研温泉 
薬研温泉の上流 2ｋｍ。遊歩道が渓流沿いに続き，新
緑や紅葉がみごと。単純温泉 67度。リュ－マチ，皮
膚病。露天千人風呂有り（「夫婦かっぱの湯」）。 

下北郡風間浦村 下風呂温泉 

津軽海峡に面した旅情あふれる温泉地。井上靖の小

説「海峡」で紹介されてから一躍有名になったが、

歴史は古く、室町時代から刀傷や槍傷に効く温泉と

して旧南部藩や北海道、秋田からも湯治に訪れてい

たという。イカ漁が盛りの季節には海に漁火が並び、

旅館の湯舟に浸りながらでも見ることができる。陸

揚げされたイカは翌日の朝食に刺身にして出され

る。新鮮な魚介類はもちろん山菜、キノコなど山の

幸にも恵まれて、思い出作りには事欠かない温泉。 

下北郡風間浦村 桑畑温泉 
津軽海峡を見下ろす高台の温泉施設。昼は津軽海峡

を隔て北海道が一望でき、夜はいさり火を間近に眺

められる。 
下北郡風間浦村 ホテルニュー下風呂 温泉宿泊地となっている。 

下北郡風間浦村 下風呂観光ホテル三浦

屋 温泉宿泊地となっている。 

下北郡風間浦村 おおぎや旅館 温泉宿泊地となっている。 
下北郡風間浦村 かどや旅館 温泉宿泊地となっている。 
下北郡風間浦村 さが旅館 温泉宿泊地となっている。 
下北郡風間浦村 佐々木旅館 温泉宿泊地となっている。 
下北郡風間浦村 さつき荘 温泉宿泊地となっている。 
下北郡風間浦村 つぼた旅館 温泉宿泊地となっている。 
下北郡風間浦村 長谷旅館 温泉宿泊地となっている。 
下北郡風間浦村 北明館 温泉宿泊地となっている。 
下北郡風間浦村 まるほん旅館 温泉宿泊地となっている。 
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市町村名 施設名 説明 

下北郡風間浦村 十喜和荘 温泉宿泊地となっている。 

下北郡大間町 おおま温泉海峡保養セ

ンター 本州最北のいで湯 

下北郡大間町 大間温泉海峡保養セン

ター 

浴室は小さな体育館ような感じで、かなりユニーク

な造りとなっている。浴室の中に小川や橋があり、

岩風呂風の湯船が 4つある。 
下北郡佐井村 かわばた旅館 温泉宿泊地となっている。 
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図 下北の宿泊施設の室数・収容人数（2007年） 

 

資料：「青森県下北半島旅ガイド（2007年版）」 
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②キャンプ場 

市町村名 施設名 説明 

むつ市 国設薬研野営場 
薬研渓谷沿いに続く遊歩道は 1週すると約 6キロ、2
時間ほどの距離で、川のせせらぎを聞きながら、森

林の中を歩くことができる。 

むつ市 早掛レイクサイドヒル

キャンプ場 
早掛沼公園内には、炊事場、温水シャワーなどがあ

る。 
むつ市 かまふせヴィレッジ 施設内には、テニスコートやバンガローなどがある。 

むつ市 むつ矢立温泉キャンプ

場 施設内には、温泉や食堂などがある。 

むつ市 森林公園キャンプ場 施設周辺には、「ふれあい温泉」などがある。 
むつ市 野平高原キャンプ場 施設内には、炊事場や水洗トイレがある。 

むつ市 七引バンガロー 施設内には、バーベキューハウスやテニスコートが

ある。 

むつ市 角違海水浴場キャンプ

場 施設内には、バンガローが 5棟ある。 

下北郡大間町 大間崎園地テントサイ

ト 施設内には、炊事棟や駐車場がある。 

下北郡佐井村 ケビンハウス＆がんか

けキャンプ場 

願掛岩の山側にあるケビンハウスは総ヒバ造りの宿

泊施設で、高台のテラスから眺める景色は絶景。海

水浴や磯釣りもすぐ目の前で、シャワールーム、休

憩室もある。 
 

③道の駅 

市町村名 施設名 説明 

むつ市 道の駅わきのさわ 

道の駅にあるリフレッシュセンターは観光客だけでな

く、地元の人のふれあいの場にもなっている。喫茶、お

土産コーナーや、体験学習、研修などにも利用できるス

ペースである。 

むつ市 道の駅かわうち湖 
「道の駅・かわうち湖」は、川内川沿いの県道長後・川

内線の上流に位置し、仏ヶ浦観光の拠点となっている。

 

④物産館・直売所 

市町村名 施設名 説明 

むつ市 
むつ来さまい館・まさか

りプラザ 

観光とイベントの情報を発信する総合施設「むつ来さま

い館」の 1階は、インフォメーションと色々なイベント
催事出来るスペースや会議室があり、2階には、下北地
域を紹介する「観光と食と温泉」「歴史と文化」「自然」

「海洋科学」「産業」などの展示ゾーンがある。 

むつ市 ミルク工房ボン・サーブ
豊かな自然に恵まれた牧場直送の牛乳やヨーグルトな

どの乳製品を販売している。 

むつ市 
むつ下北観光物産館まさ

かりプラザ 
下北半島の土産品や特産品が購入できる。 

むつ市 いきいき地場野菜即売 
収穫されたばかりの新鮮な野菜や果物などを販売して

いる。 

むつ市 
下北名産センター北彩市

場 

下北最大規模の観光ドライブイン。鮮度と品揃えが自慢

で、活ホタテから珍味、お菓子、民芸品まで、下北半島

の味覚をまるごと持ち帰ることができる。 

むつ市 一の市 
新鮮な野菜や果物、生花、水産加工品などを販売してい

る。 
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市町村名 施設名 説明 

むつ市 
海鮮倶楽部いさりびハウ

ス 

津軽海峡の荒波にもまれ、身が締り脂がのった逸品「海

峡サーモン」をはじめ、海産珍味や土産物が揃っている。

むつ市 マリンハウス脇野沢 

流通センター隣にあるマリンハウスは、脇野沢の物産販

売所。建物の中には、水族館のような円柱水槽があり、

脇野沢近郊で採れる魚を見ることができる。 

むつ市 みなみや 

下北の海産物がすべてそろう海産物の専門店。自社製品

もあり、貝柱をほぐしてマヨネーズで和えた「ほたてし

らゆき」がおすすめ。9:00～18:00 無休。田名部駅徒
歩 1分 

下北郡風間浦村 海峡市場 ばんや 

津軽海峡産の素材にこだわった「真いか塩辛」や柔らか

なタコの風味が絶品の「たこ粕漬」などの海産物を販売

している。 

下北郡大間町 大間漁業協同組合直販所
大間で獲れた新鮮な「魚介類」や新鮮野菜などを販売し

ている。 

下北郡佐井村 スーバニア・ハウス 
佐井村特産品のヒバや海産物などのお土産を販売して

いる。 

下北郡佐井村 手づくりマート 
佐井村でのみ収穫された新鮮な野菜や、海産物の加工品

を販売している。 

 

⑤見学施設 

市町村名 施設名 説明 

むつ市 北洋館 大湊港は明治時代に始まる本州最北の防衛拠点。旧

海軍・海上自衛隊の資料を展示している。 

むつ市 むつ科学技術館 
「地球環境と科学技術」をテーマに最新の科学技術

などを紹介。シミュレーションゲーム等内容盛りだ

くさん。 

下北郡東通村 トントゥビレッジ 
「トントゥ」とは、フィンランド語で「森の妖精」

を意味し、妖精たちとともに、自然やエネルギーに

ついて学ぶことができる施設である。 

下北郡東通村 白糠漁業協同組合 活

魚館 
活いか、活ウニ、活アワビなど太平洋で採れた新鮮

な海の幸を販売している。 

下北郡大間町 北通り総合文化センタ

ー「ウイング」 

大間町、風間浦村、佐井村の 3 町村からなる「北通
り」の総合文化センター。多目的ホール、図書室、

視聴覚室、郷土資料展示室などの文化施設のほか、

屋内運動場、温水プール、高さ 30ｍの展望塔も備え
ている複合型文化施設。 

下北郡佐井村 津軽海峡文化館（アルサ

ス） 

観光船や下北汽船の発着場のすぐ前にある、佐井の

情報発信スペース。1階には観光案内所や特産品展示
販売コーナー、歴史・文化・観光などをビデオで紹

介する PR広場などがある。 

下北郡佐井村 歌舞伎の館 

明治時代に上方の役者によって伝承され、110 年余
りの歴史を持つ福浦歌舞伎は、長い間人々に愛され、

守られてきた伝統芸能で、青森県無形民俗文化財で

もある。 

下北郡佐井村 海峡ミュウジアム 

北前船が運んできた長崎のガラス器や石川県の九谷

焼、山丹交易で入り江戸時代に珍重された青玉（樺

太玉）など約 200 点を展示。蝦夷や山丹との交易に
よる文化遺産が多い。 
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⑥体験施設 

市町村名 施設名 説明 

むつ市 
むつ市海と森ふれあい体

験館 
川内地区の自然といろいろな形でふれあう自然学校。 

むつ市 宇曾利山湖畔遊歩道 

恐山・宇曾利山湖畔を一周するコース。春先にはミズバ

ショウの大群落が見られ、アオサギやカワウなどの野

鳥、強酸性の湖にはウグイが生息している。 

むつ市 
森林軌道＆大畑ヒバ施業

実験林 

かつて木材の運搬に使用されていた森林鉄道のレール

が残り、当時の様子を垣間見ることができる。実験林に

は全国各地から集められたヒバの見本林があり、ヒバの

特性と自然のしくみを観察することができる。 

むつ市 むつ市陶芸センター 

川内産の陶土を赤松で焼き上げる、素朴な風合いが魅力

の宇賀焼は、川内の特産品のひとつ。陶芸センターでは

販売のほか、予約者には陶芸教室も開いており、オリジ

ナルの湯呑みやマグカップ作りなどを体験することが

できる。 

むつ市 薬研（渓流）遊歩道 
薬研渓流のせせらぎと小鳥の声をききながらブナやヒ

バの林を抜けて行く小道。 

むつ市 恐山ハイキングコース 

火山爆野によってできた周囲 10km ほどのカルデラ湖
である宇曽利山湖。蓮華に葉の山影を映す湖面は濃いエ

メラルド色をたたえ、神秘的な静寂を保っている。湖畔

には一周できる一般向きのハイキングコースがあり、

10km、約 3時間。エメラルド色の湖水、原生林の深緑
さらに白い湖畔の砂が、美しい色彩のハーモニーをかも

しだし、まさに神秘的な景観である。 

むつ市 川内川渓谷遊歩道 学術的に貴重な、おう穴（ポットホール）が見れる。 

むつ市 河童ロード 

昔、山から木を運ぶ軌道車の線路のあとをそのまま利用

した遊歩道。途中、ずい道なども通ることができ緑の中

の散歩道。 

むつ市 むつ釜臥山スキ－場 コース全長 1,351m 

下北郡風間浦村 メモリアルロード 

戦時中、工事が中断された幻の大間鉄道橋が2005年春、

遊歩道として復活。遊歩道の中央には足湯が設けられ、

入浴しながら津軽海峡や北海道恵山岬を望むことがで

きる。 

下北郡風間浦村 木工体験館『わいどの木』
青森ヒバの素晴らしさ、自然との触れ合いの大切さを多

くの人に知ってもらうため、建てられた。 

下北郡風間浦村 風間浦村観光なめこ園 ナメコ・カンタケ。面積 3ha。 

下北郡佐井村 
森林体験館「フォーレス

トパーク」 

森林浴をしながらスポーツやバードウォッチングがで

きる。総ひば造りの森林体験館では、オリジナル木工製

品にチャレンジでき、親子で楽しめる。 

下北郡佐井村 がんかけ公園遊歩道 
男女が抱き合う姿に見たてられた「願掛岩」を中心とし

た海沿いの遊歩道。 

 

⑦展望台・遊覧施設 

市町村名 施設名 説明 

むつ市 釜伏山展望台 
下北半島で最も高い山頂からは 360 度の大パノラマが
楽しめる。 

下北郡大間町 本州最北端の地 

大間町の先端には、「こヽ本州最北端の地」の碑がそび

え立っている。大間崎と北海道の函館市汐首岬は 17.5
㎞しか離れておらず、弁天島の向こうには渡島連峰をの

ぞむことができる。 

下北郡大間町 西吹付山展望台 晴れた日には、北海道がパノラマに一望できる。 
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市町村名 施設名 説明 

下北郡大間町 大間崎レストハウス 

北海道を間近に望む場所、最北端石碑のすぐとなりにあ

る町の情報コーナー。双眼鏡が設置されているのでマグ

ロ漁の様子や函館の町並みなどをより近くに見ること

ができる。 

下北郡佐井村 観光船（佐井～仏ヶ浦） 観光遊覧船で佐井から仏ヶ浦を臨む。 

資料：青森県下北半島旅ガイド 

参考URL：「下北半島ネットワーク機構」< http://www.0175.co.jp/index.html> 他 
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2.5.下北地域における交通アクセスの現状と社会資本整備の状況 
 

(1)下北地域における交通アクセスの現状 
下北地域における交通アクセスの現状について、下図に示す。 

 

 
図 下北地域における交通アクセスの現状 
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①道路交通（自動車・バス） 

下北地域へのアクセスは、青森－むつ間が 99.3km（約 2 時間 10 分）、青森－野辺地間でも
56.3km（約 1時間 10分）かかる。下北地域内での移動については、むつ－佐井間（大間経由）
が 60.2km（約 1時間 18分）である。 
域内のバス網は、むつ市を基点に展開しているが、1時間に 1本あるかないかの路線が多く、
むつ－佐井間（大間経由）は 1日 9往復である。また自家用車に比べて、時間もかかる。 
対岸の函館からの観光客の場合、フェリーで青森か大間に乗り入れて、そこから自家用車で移

動するか、ＪＲで野辺地駅ないし下北駅に移動して、そこからレンタカーを借りるという方法が

考えられる（大間でもレンタカーを借りることはできる）。レンタカーは基本的に乗り捨て可能

（大間で借りて野辺地で返しても良い）となっている。 
 

 
図 主要拠点間の道路の距離と所要時間 

参考URL：http://www.0175.co.jp/shimokita-map.htm 

 

 
表 主要拠点間の道路の距離と所要時間、及びバスの便数と所要時間 

 道路の距離と所要時間 バスの便数と所要時間 

青森－むつ 99.3km／約 2時間 10分 1日 3往復／約 3時間 
三沢－むつ 85.9km／約 1時間 40分 なし 
野辺地－むつ 56.3km／約 1時間 10分 1日 6往復／約 1時間半 
むつ－大畑 15.5km／約 22分 1日 22往復／約 40分 
むつ－佐井 60.2km／約 1時間 18分 1日 9往復／約 2時間 
むつ－尻屋 30.0km／約 45分 1日 5往復／約 50分 
むつ－恐山 15.2km／約 30分 1日 4往復／約 40分 
むつ－脇野沢 44.4km／約 1時間 10分 1日 5往復／約 1時間 40分 

参考URL：http://www.0175.co.jp/shimokita-map.htm，http://www.0175.co.jp/s/s-bus.PDF 
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②JR 
かつて下北交通大畑線（下北－大畑）が運行していたが、2001 年に廃線になり、今は JR 大
湊線（野辺地－大湊）があるだけである。JRで東京駅から下北駅へ向かう場合、八戸駅まで新
幹線、野辺地駅までを特急列車、下北駅までを快速列車と 2 回の乗り換えを行い、約 5 時間の
移動時間となっている。うち、野辺地－下北間は JRで約 60分である。 
また八戸駅から下北方面までは、ジョイフルトレイン「き・ら・き・らみちのく」が１日１往

復運行している。 

 
▲ジョイフルトレイン「き・ら・き・らみちのく」 

参考URL：http://www.jreast.co.jp/train/joyful/kirakira_michinoku.html 

http://www.city.mutsu.aomori.jp/syoko/03asobu/11access.html 
 
また対岸の函館からの観光客の場合、特急「白鳥」「Ｓ白鳥」が 1 日 10 往復しており、函館
－青森間で約 2時間の移動時間となっている。青函トンネルを通過する、人・貨物の輸送状況を
見ると、旅客については上り・下りともおよそ 80 万人で、平成 18 年には若干の増加傾向が見
られる。貨物については年間推移があり、上り貨物が増え、下り貨物が減っていて、平成 18年
には共におよそ 240万ｔとなっている。 
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図 青函トンネル運輸状況（旅客・貨物） 

資料：「函館市統計書」 
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③飛行機 

最寄りの空港は三沢空港である。三沢空港へは東京（羽田）、大阪（伊丹）、新千歳からアクセ

スすることができる。東京方面からむつ市まで向かう場合、羽田空港－三沢空港が約 1時間、三
沢駅－下北駅が約 1時間 30分で、合計約 2時間 30分の移動時間となっている。 
その他、広域観光を想定する場合には、青森空港や函館空港も利用可能性がある。 

参考URL：http://www.misawa-airport.co.jp/airport/access.html 
 
④フェリー 

フェリー航路は「函館－大間」間が運行している他、「函館－青森」間もある。 
対岸の函館からむつ市まで向かう場合、「函館－大間」間 40㎞をフェリーで 1時間 40分、「大
間－むつ」間 47.4㎞を車で約 1時間、合計約 3時間の所要時間となっている。 
一方、「函館－青森」間のフェリーを利用すると、在来フェリーの場合、約 3 時間 40 分を要
するが、高速フェリー（ナッチャン Rera）を利用すると約 2時間で移動できる。青森から車で
むつ市まで向かう場合、約 2時間の所要時間を要するため、「函館－大間」航路を利用した時と
比べて、最短でも約 1時間程度の遅れが生じることになる。 

 
▲高速フェリー「なっちゃんRera」 

参考URL：http://www.higashinihon-ferry.com/ 

 
青函航路の運輸状況を見ると、旅客は減少傾向にあり、上り・下りとも年間 30万人程度とな
っている。車両については横這いで、上り・下りとも年間 20万台程度となっている。 
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図 青函航路の運輸状況（旅客・車両（トラック含む）） 

資料：函館市統計書 
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大間航路の運輸状況を見ると、旅客は上り・下りとも年間 7万人前後を推移している。車両に
ついては横這いで、上り・下りとも年間 1万 5千台前後を推移している。 
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図 大間航路の運輸状況（旅客・車両（トラック含む）） 

資料：函館市統計書 
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(2)下北地域における社会資本整備の状況 
下北地域における社会資本整備の状況について、下図に示す。 

 

 
図 下北地域における社会資本整備の状況 
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①道路 
下北地域の道路網は、国道 279号（通称はまなすライン）と国道 338号（通称海峡ライン）
の２路線が骨格となっている。 
国道 279号については、「大畑バイパス」及びその延長である「正津川バイパス」が既に供用
されている他、現在、むつ市大畑町で「二枚橋バイパス」（延長 4.1km）が整備中である。また、
地域高規格道路「下北半島縦貫道路」の一部区間を構成する「むつ南バイパス」（延長約 9km）
が、平成 15年 9月 26日に整備区間指定を受け、平成 19年度には用地買収を目指して整備が進
められている。 
国道 338号については、「むつ市脇野沢－佐井村」間（延長 44.5km）の早期整備が強く要望
されており、現在までの所「むつ市脇野沢源藤城－佐井村野平」間（延長 18.1km）が全面舗装
され、供用されている。また「むつバイパス」（延長 11.1km）については、既に「むつ工区」
及び「大湊工区」が供用されている他、平成 19 年度には「宇曽利工区」（延長 1.2km）が完了
を予定している。その他、佐井村の「長後工区」（延長2.5km）、東通村の「白糠工区」（延長4.4km）
で道路整備事業が進められている。 
道の駅は、管内には「かわうち湖」（むつ市川内地区，県道長後川内線）と、「わきのさわ」（む

つ市脇野沢地区，国道 338 号）の 2 箇所が設置されている他、佐井村の「仏ヶ浦」をはじめと
する 8箇所に「駐車帯」が設置されている。 

 

 
▲道の駅「かわうち湖」 

 
▲駐車帯「仏ヶ浦」（展望施設がついている） 
参考URL：http://www.higashinihon-ferry.com/ 

 
②港湾 

下北地域の港湾は、大湊港、大間港、川内港、尻屋岬港、仏ヶ浦港の地方港湾 5港と海洋地球
研究船『みらい』の母港である 56条港湾の関根浜港である。 
大湊港は、平成 12年 5月に国の新たな施策である特定地域振興重要港湾に選定され、国との
共同調査により策定された防災機能の強化を中心とする港湾振興ビジョンに基づき整備を推進

している。 
参考URL：http://www.pref.aomori.lg.jp/sh-seibi/ 
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2.6.下北地域における活性化の担い手 
 

(1)行政 
下北地域に関わる行政主体としては、国（東北地方整備局など）、青森県（下北地域県民局）、

および各地方自治体となっている。むつ市は、2005年（平成 17年）3月 14日に 下北郡２町１
村（川内町、大畑町、脇野沢村）を編入した。その他、東通村、風間浦村、大間町、佐井村があ

る。自治体においては、商工観光課ないし産業振興課などが窓口となっている。 
 

(2)観光関連 
観光関連では、観光協会の他、ホテル・旅館組合、観光ボランティアガイドが重要な役割を果

たしている。 

①観光協会 
下北観光協議会、むつ市観光協会、大畑地区観光協会、川

内町観光協会、脇野沢地区観光協会、東通村観光協会、風

間浦村観光協会、大間町観光協会、佐井村観光協会 
②ホテル・旅館組合  
③観光ボランティアガイド  

 
(3)地域活性化関連 
地域活性化関連では、商工会議所・商工会、青年会議所が重要な役割を果たしている。 

①商工会議所・商工会 
むつ商工会議所、むつ市川内町商工会、むつ市大畑町商工

会、むつ市川内町商工会、むつ市脇野沢商工会、大間町商

工会、東通村商工会、風間浦村商工会、佐井村商工会 
②青年会議所 むつ青年会議所 

 
(4)その他 
その他、下記のような組織・団体が活性化の担い手として考えられる。 
①海上自衛隊 海上自衛隊大湊海曹会 

むつ市 

NPO法人GEMBU、NPO法人スワン、NPO
法人斗南どんどこ健康村、NPO法人自然学校
エコーロッジ、NPO法人シェルフォレスト川
内、つつじ生活改善グループ 

東通村 東通★東風塾 
風間浦村  

大間町 NPO 法人大間町連合 NPO、大間エスコート
クラブ、こすもすの家生活改善グループ 

②ＮＰＯ法人、ＮＰＯ団体 

佐井村  

③農協女性部・漁協女性部 大間漁協女性部、むつ商工会議所女性会、むつ市川内町商

工会女性部 

④その他の任意団体 下北ブランド研究開発センター、風間浦村水産物開発販売

振興協議会、その他個々の事業者（水産加工関係など） 
参考URL：http://www.pref.aomori.lg.jp/sh-kyoku/（下北地域県民局） 

参考URL：http://www.mutsucci.or.jp/sinko/syoku-08/shokuno_saiten2008_2.htm 

（冬の下北半島食の祭典2008） 

参考資料：「青森県下北半島旅ガイド」 
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第3章 地域住民への意識調査 
 

ここでは、下北地域における振興を図る上で重要な地域住民の意識を把握するための「住民

意識調査」を行った。 

また、下北地域の魅力の再発掘やホスピタリティを向上させるための「セミナー」を開催し

た。 

 
3.1.住民意識調査対象及び手法の検討 
住民意識調査の対象及び手法は、以下の通りとする。 

 
①調査の目的 

下北地域の小学生（のいる家庭）や一般住民（東奥日報読者）、セミナー、意見交換会の参加

者に対して、地域の自然・文化・歴史等の地域資源が集約されている「下北かるた」や「下北ブ

ランド認証品」を中心とした地域資源を提供・紹介し、それらの認知度や活用アイデアなどにつ

いての意識・意見を調査する。 
 
②調査の対象 

ⅰ）新聞広告を活用したアンケート調査：「東奥日報」購読者（下北地域内の多くが購読） 

ⅱ）小学生（のいる家庭）への学校を通じたアンケート調査：地域内の小学生(5,000人)の家庭 

ⅲ）下北地域魅力再発見セミナーにおけるアンケート調査：セミナー参加者 

ⅳ）下北地域の活性化に向けた意見交換会におけるアンケート調査：意見交換会参加者 

ⅴ）首都圏シンポジウムにおけるアンケート調査：シンポジウム参加者（学生） 

 
 
③調査の手法 

ⅰ）新聞広告を活用したアンケート調査（「下北ブランド認証品」） 
・「下北ブランド認証品」の認知度、及び活用策 
東奥日報の広告記事を通じて、地域内外の読者に、「下北ブランド認証品」（ブランド認証マ

ークや商品概要など）に関する説明記事およびアンケート調査票を掲載し、「下北ブランド認証

品」の認知度とそれらの活用策についての意識・意見を調査する。 
ⅱ）小学生（のいる家庭）への学校を通じたアンケート調査 
・「下北かるた」と「下北ブランド認証品」の認知度、及び活用策 
地域内の全学校を通じて、小学生（のいる家庭）に、「下北かるた」（5,000 人）とそれに関

する説明資料、「下北ブランド認証品」に関する説明資料、アンケート調査票を配布し、「下北

かるた」と「下北ブランド認証品」の認知度とそれらの活用策についての意識・意見を調査す

る。 

ⅲ）下北地域魅力再発見セミナーにおけるアンケート調査 
・「下北かるた」と「下北ブランド認証品」の認知度、及び活用策 
下北地域魅力再発見セミナーの参加者を対象に、アンケート調査票を配布し、「下北かるた」

と「下北ブランド認証品」の認知度とそれらの活用策についての意識・意見を調査する。 
ⅳ）下北地域の活性化に向けた意見交換会におけるアンケート調査 
・「下北かるた」と「下北ブランド認証品」の認知度、及び活用策 
下北地域の活性化に向けた意見交換会の参加者を対象に、アンケート調査票を配布し、「下北

かるた」と「下北ブランド認証品」の認知度とそれらの活用策についての意識・意見を調査す

る。 
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④実施日時（配布＆広告・回収・分析・とりまとめ） 

ⅰ）新聞広告を活用したアンケート調査 
     ２月２９日（金曜日）  新聞アンケート記事に掲載（他事業の紹介） 
     ３月 １日（土曜日）  エフエムアジュール公開録音会場（マエダ） 

にてアンケート実施 
    ３月 ７日（金曜日）  回収（配布から１週間） 
ⅱ）小学生（のいる家庭）への学校を通じたアンケート調査 

     ２月２９日（金曜日）  小学校へ配布 
     ３月 ７日（金曜日）  回収（配布から１週間） 
ⅲ）下北地域魅力再発見セミナーにおけるアンケート調査 

     ２月２２日（金曜日）  会場で配布・回収（後日ＦＡＸも可） 
ⅳ）下北地域の活性化に向けた意見交換会におけるアンケート調査 

     ３月５日（水曜日）  会場で配布（むつ市） 
     ３月５日（水曜日）  会場で配布（むつ市川内支所） 
     ３月６日（木曜日）  会場で配布（大間町） 
ⅴ）首都圏シンポジウムにおけるアンケート調査 

     ３月８日（土曜日）  会場で配布（東京都文京区） 
 
⑤実施体制 

  主催：青森県（下北地域県民局地域連携部地域支援室）、国土交通省東北地方整備局 
  協力： 
ⅰ）新聞広告アンケート ：下北ブランド研究開発センター（企画協力）、下北ブランド推進協

議会（景品協力）、エムエムむつ（アンケート協力） 
ⅱ）小学生（のいる家庭）アンケート：むつ青年会議所、教育委員会、地域内全小学校 
ⅲ）セミナーアンケート ：むつ青年会議所、下北ブランド研究開発センター 
ⅳ）意見交換会アンケート：むつ青年会議所、下北ブランド研究開発センター 
ⅴ）首都圏アンケート調査：財団法人地域開発研究所 
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3.2.住民意識調査票作成、調査実施及び結果とりまとめ 
 

(1)調査票作成 
①新聞広告を活用したアンケート調査票 

＜ＰＣバージョン＞ 

 http://www.fmazur.jp/sbrand/ 
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＜モバイル・バージョン＞ 

 http://www.fmazur.jp/sbrand/m 
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